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を
超
え
る
担
当
官
の
方
々
に
、
矯

正
施
設
を
退
所
し
た
知
的
障
害
者

等
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
に
つ
い

て
、
の
ぞ
み
の
園
が
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
か
を
改
め
て
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

の
ぞ
み
の
園
で
受
け
入
れ
た
対

象
者
は
合
計
十
人
で
あ
り
、
直
近

一
年
間
は
少
年
院
在
院
者
が
三
人

続
い
た
こ
と
、
既
に
の
ぞ
み
の
園

を
退
所
し
た
七
人
の
受
け
入
れ
先

は
ケ
ア
ホ
ー
ム
四
人
、
通
勤
寮
二

人
、
一
般
ア
パ
ー
ト
一
人
で
あ
っ

た
こ
と
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
毎

年
度
厚
生
労
働
省
の
補
助
金
を
受

け
て
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、
必

要
に
応
じ
て
法
務
省
と
厚
生
労
働

省
の
担
当
官
の
方
々
か
ら
ご
指

導
・
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
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担
っ
て
い
た
小
野
隆
一
地
域
支
援

部
長
が
本
年
三
月
末
を
も
っ
て
退

職
し
た
た
め
、
そ
の
役
割
を
引
き

継
ぐ
人
材
と
し
て
滋
賀
県
地
域
生

活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
川
英

男
所
長
を
招
聘
し
、
本
年
度
か
ら

新
し
い
体
制
に
よ
り
本
事
業
に
臨

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
た
び
た

び
掲
載
し
て
き
た
よ
う
に
、
の
ぞ

み
の
園
で
は
平
成
二
十
年
度
か

ら
「
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
福
祉

の
支
援
を
必
要
と
す
る
知
的
障
害

者
等
の
支
援
」
に
関
す
る
事
業
に

法
人
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
と
法
務
省
か
ら

ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
対
象
者
を
総
合
施
設
に
受

け
入
れ
て
地
域
移
行
・
地
域
定
着

を
目
指
し
た
モ
デ
ル
的
支
援
を
実

践
す
る
と
と
も
に
、
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
等
の
調
査
研
究
を
進

め
、
受
け
入
れ
た
福
祉
施
設
等
で

中
核
的
な
役
割
を
担
う
職
員
の
養

成
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し

て
き
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
を
総
括
す
る
役
割
を

矯
正
施
設
を
退
所
し
た
知
的
障
害
者
の
支
援

モ
デ
ル
的
支
援
・
調
査
研
究
・
養
成
研
修
を
さ
ら
に
充
実
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毎
年
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
を
開
催

し
、
こ
れ
ら
の
参
加
者
の
合
計
は

千
二
百
人
を
超
え
、
う
ち
二
割
は

法
務
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
①
矯
正
施
設
退
所
前

か
ら
の
司
法
と
福
祉
の
連
携
の
現

況
、
②
の
ぞ
み
の
園
で
受
け
入
れ

た
事
例
の
う
ち
既
に
退
所
し
た
人

の
就
労
の
状
況
、
③
少
年
院
在
院

者
の
う
ち
被
虐
待
歴
が
あ
る
人
を

福
祉
施
設
で
受
け
入
れ
た
場
合
の

処
遇
上
の
留
意
点
、
④
被
虐
待
な

ど
生
育
環
境
に
問
題
の
あ
る
知
的

障
害
児
等
に
対
す
る
医
療
と
福
祉

の
連
携
に
よ
る
支
援
の
充
実
な
ど

に
つ
い
て
、
質
疑
や
意
見
交
換
を

行
い
、
大
変
有
意
義
な
機
会
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

法
務
省
担
当
官
の
方
々
の
発
言

か
ら
は
、
の
ぞ
み
の
園
の
取
り
組
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そ
の
ご
挨
拶
も
か
ね
て
本
事
業

に
対
し
て
引
き
続
き
ご
協
力
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
す
る
た
め
、

四
月
十
八
日
に
法
務
省
を
訪
問
し

ま
し
た
。
同
省
の
会
議
室
で
矯
正

局
の
少
年
矯
正
課
長
と
成
人
矯
正

課
長
、
保
護
局
の
観
察
課
長
と
社

会
復
帰
支
援
室
長
を
は
じ
め
十
人

み
に
対
し

て
高
い
関

心
と
期
待

を
持
た
れ

て
い
る
こ

と
が
窺
わ

れ
ま
し

た
。ま
た
、

法
務
省
と

し
て
も
引

き
続
き
の

ぞ
み
の
園

に
対
し
て

法
務
省
担
当
官
へ
の

説
明
と
協
力
依
頼
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全
面
的
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

て
は
現
在
検
討
中
で
す
が
、
次
の

よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

①　

対
象
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

　

自
活
訓
練
ホ
ー
ム（
定
員
七
人
）

　

に
お
け
る
支
援
の
向
上
に
努
め

　

る
と
と
も
に
、
そ
の
定
員
増
を

　

行
っ
て
女
性
の
対
象
者
の
受
け

　

入
れ
を
開
始
す
る
。

②　

福
祉
施
設
等
に
お
い
て
中
核

　

的
な
役
割
を
担
う
職
員
を
対
象

　

と
す
る
研
修
会
に
つ
い
て
は
、

　

昨
年
十
二
月
に
三
日
間
の
プ
ロ

　

グ
ラ
ム
で
試
行
的
に
開
催
し
た

　

研
修
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、
少

　

人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

　

実
践
的
な
力
を
養
う
事
例
演
習

　

の
内
容
を
充
実
し
、
九
月
に
前

　

橋
市
で
、
十
二
月
に
大
阪
市
で

　

各
一
回
開
催
す
る
。
ま
た
、
福

　

祉
関
係
者
と
法
務
関
係
者
が
一

　

堂
に
会
し
、
連
携
協
力
の
輪
を

　

広
げ
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
例

　

年
と
同
様
に
二
月
に
高
崎
市
で

　

開
催
す
る
。

③　

調
査
研
究
事
業
で
は
、
矯
正

　

施
設
を
退
所
し
た
障
害
者
等
の

　

地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
に
ど

　

の
よ
う
な
支
援
体
制
を
構
築
し

　

て
い
く
か
を
提
言
す
る
た
め

　

に
、
相
談
支
援
事
業
所
を
対
象

　

と
し
て
、
相
談
支
援
の
実
態
や

　

関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
の
状

　

況
等
に
つ
い
て
調
査
を

　

行
う
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
会
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
あ
る
い

は
、
調
査
研
究
の
実
施
に

当
た
り
、
全
国
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
ご
案
内
し
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
か
と
思
い
ま

　

当
法
人
で
は
、
平
成
二
十
三
年

度
厚
生
労
働
省
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
支
援
対
策
等
事
業
費
（
社

会
福
祉
推
進
事
業
）
の
補
助
金
を

受
け
、「
矯
正
施
設
を
退
所
し
た

福
祉
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の

地
域
生
活
の
自
立
に
向
け
た
福
祉

施
設
等
に
お
け
る
支
援
モ
デ
ル
及

び
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
関
す

る
研
究
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

前
回
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
も

ご
報
告
し
た
と
お
り
そ
の
成
果
と

し
て
、
昨
年
度
に
中
核
的
な
役
割

を
担
う
職
員
を
対
象
と
す
る
研
修

会
、
及
び
例
年
通
り
福
祉
関
係
者

と
法
務
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

連
携
協
力
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
す
る
た
め
の
情
報
収
集
等
の
た

め
に
一
年
間
に
亘
り
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
五
十
人
定
員
の
と
こ

ろ
、
倍
近
く
の
応
募
が
あ
り
、
ま

た
セ
ミ
ナ
ー
も
福
祉
関
係
者
、
法

務
、
教
育
関
係
者
等
幅
広
い
領
域

か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
テ
ー
マ
へ

の
関
心
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
上
述
し
た
と
お
り
併
せ

て
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
研
究
の
内
容
と
結
果

に
焦
点
を
当
て
て
ご
報
告
致
し
ま

す
。

　

今
回
の
調
査
研
究
の
目
的
は
、

矯
正
施
設
退
所
者
で
障
害
者
支
援

施
設
に
入
所
し
た
人
の
地
域
生
活

移
行
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
研

究
の
蓄
積
で
①
施
設
へ
の
受
け
入

れ
、
②
施
設
で
の
支
援
に
つ
い
て

は
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
た
め
、
そ

の
先
の
③
地
域
生
活
移
行
支
援
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
①
〜
③
の
一
連
の
流
れ
が
よ

り
明
確
に
な
り
、
ま
た
③
の
内
容

や
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
場
合
、

そ
れ
を
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映

す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
に
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
調
査

結
果
を
ベ
ー
ス
と
し
て
矯
正
施
設

退
所
者
で
福
祉
の
支
援
が
必
要
な

人
が
、
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所

し
た
際
の
課
題
の
解
決
の
方
策
等

に
つ
い
て
も
提
言
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
ま
し
た
。

「
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
福
祉
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
地

域
生
活
の
自
立
に
向
け
た
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
支
援
モ
デ

ル
及
び
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
関
す
る
研
究
」結
果
報
告

自活訓練ホーム　デイルーム

す
。
そ
の
節
は
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
計
画

　

の
ぞ
み
の
園
と
し
て
は
、
本
年

度
に
お
い
て
も
、
厚
生
労
働
省
と

法
務
省
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
本
事
業
に
一
層

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

を
選
定
し
、
百
五
十
八
施
設
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
九
十
三
施
設
（
回
答
率

五
八
・
九
㌫
）
か
ら
返
信
が
あ
り
、

う
ち
矯
正
施
設
退
所
者
の
受
け
入

れ
経
験
が
あ
る
施
設
は
五
十
七
施

設
で
し
た
。

　

結
果
は
、
施
設
に
入
所
し
た
、

も
し
く
は
し
て
い
た
矯
正
施
設
退

所
者
の
延
べ
人
数
は
百
人
、
ま
た

各
施
設
の
矯
正
施
設
退
所
者
の
現

状
に
つ
い
て
は
、
入
所
し
て
か
ら

現
在
も
継
続
し
て
入
所
中
も
し
く

は
同
施
設
に
再
入
所
中
の
人
が

六
十
七
人
で
し
た
。

　

一
方
、
地
域
生
活
移
行
し
た
人

は
三
十
三
人
で
、
う
ち
入
所
し
て

い
た
施
設
が
移
行
後
の
現
居
住
地

を
把
握
し
て
い
る
の
は
二
十
人
、

居
住
地
を
把
握
し
て
い
な
い
の
は

十
三
人
で
し
た
（
表
１
）。

　

施
設
へ
の
入
所
期
間
を
み
て
み

　

さ
て
、
今
回
の
調
査
研
究
を
進

め
る
に
当
た
り
、
調
査
対
象
施
設

今
回
の
調
査
研
究
の
目
的

矯
正
施
設
退
所
者
の
受
け

入
れ
人
数
と
受
け
入
れ
た

矯
正
施
設
者
の
状
況

平 成 23 年 度
社会福祉推進事業
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る
と
、「
退
所
済
み
で
現
居
住
地

を
把
握
し
て
い
る
人
（
二
十
人
）」

は
「
一
年
未
満
」
が
一
番
多
く
、

ま
た
「
退
所
済
み
で
現
居
住
地
を

把
握
し
て
い
な
い
人
（
十
三
人
）」

で
一
番
多
か
っ
た
の
も
「
一
年
未

満
」
で
し
た
（
表
２
）。
こ
の
結

果
か
ら
地
域
生
活
移
行
に
結
び
つ

い
て
い
る
人
は
比
較
的
早
い
時
期

に
退
所
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
矯
正

域
生
活
移
行
の
取
り
組
み
で
行
っ

て
い
る
施
設
に
つ
い
て
、
選
択
形

式
の
複
数
回
答
で
回
答
を
求
め

た
結
果
、「
特
に
な
し
」
が
最
も

多
く
三
〇
・
〇
㌫
で
し
た
。
続
い

て
「
地
域
生
活
移
行
に
向
け
た
個

別
支
援
計
画
の
策
定
」
二
八
・
〇

㌫
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア

ホ
ー
ム
等
退
所
先
の
確
保
・
拡
大
」

二
六
・
三
㌫
、と
続
き
ま
し
た
（
表

３
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
調
査

し
た
障
害
者
支
援
施
設
の
中
に

は
、
矯
正
施
設
退
所
者
の
地
域
生

活
移
行
に
対
し
て
の
取
り
組
み
が

積
極
的
に
は
行
わ
れ
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

矯
正
施
設
退
所
者
へ
の
地
域

生
活
移
行
の
取
り
組
み

地
域
生
活
移
行
を
し
た
人
の
事
例

（
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
よ
り
）

　

地
域
生
活
移
行
に
繋
が
っ
た
事

施
設
退
所
者
で
障
害
者
支
援
施
設

に
入
所
し
た
人
の
多
く
は
地
域
生

活
移
行
者
が
少
数
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
事
例
数
が
九
事
例
の
み
で

あ
っ
た
た
め
一
般
化
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
今
回
の
地
域
生
活
移
行
に

繋
が
っ
た
九
事
例
の
う
ち
、
六
事

例
が
一
般
就
労
を
さ
れ
て
い
ま
し

今
回
の
調
査
か
ら
見
え
て

き
た
こ
と

矯正施設退所者を受け入れた経験がある施設　　 57施設
上記施設で施設入所をした罪を犯した知的障害者延べ人数 100人
　退所しており、現在も施設が居住地を把握している人 20人（20.0％）
　退所しており、現在居住地を施設が把握していない人 13人（13.0％）
　現在も入所中もしくは再入所中である人 67人（67.0％）

表１　施設で受け入れをした矯正施設退所者の人数および状況

表２　施設で受け入れをした矯正施設退所者の人数および状況（複数回答）（N＝５７）

内　容 実数（％）
施設の有期限利用による地域生活移行支援 10（17.5）
地域生活移行に向けた特定な個別支援計画の策定 16（28.0）
グループホーム・ケアホーム等退所先の確保・拡大 15（26.3）
定期的に地域の関連機関とケース会議を開催 14（24.6）
特になし 17（30.0）
その他 3（5.2）

表３　矯正施設退所者への地域生活移行の取り組み（複数回答）（Ｎ＝ 57）

No 年齢 性別 罪名 在所期間 現在の住まい 就労状況
１ 20歳代 男性 窃盗 １年半 アパート 一般就労
２ 50歳代 男性 私文書偽装、放火未遂 １年 アパート 就労継続
３ 30歳代 男性 窃盗、放火未遂 不明 アパート 一般就労
４ 30歳代 男性 窃盗 ８年 ＧＨ（同一法人） 一般就労
５ 30歳代 男性 窃盗、器物破損 ７年 ＧＨ（同一法人） 一般就労
６ 50歳代 男性 窃盗 ４ヶ月 ＣＨ（同一法人） 自立訓練（生活訓練）
７ 40歳代 男性 窃盗、道路交通法違反

（無免許運転）、不法侵入
１年 ＧＨ（同一法人） 一般就労

８ 40歳代 男性 窃盗 １年 ＧＨ（同一法人） 一般就労
９ 30歳代 男性 不明 １年半 ＣＨ（同一法人）

→ＧＨ（他法人）
就労継続

表４　障害者支援施設から地域生活に移行した人の属性

　

さ
ら
に
矯
正
施
設
退
所
者
の
地

た
。
こ
れ
は
、
地
域
生
活
移
行
に

繋
が
る
た
め
に
は
就
労
が
非
常
に

重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
矯

正
施
設
退
所
者
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
地
域
生

活
移
行
に
は
経
済
的
自
立
が
重
要

な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
入
所
施
設
で
矯
正
施
設

●なぜ罪を犯した人を支援する必要
　があるのか
●どのような体制で支援をしていく
　のか
●知的障害者の障害特性と犯罪に至
　る背景要因とは
●地域移行へ向けた支援の計画作成
　と支援技術とは
　当テキストは、このような疑問に
答え、矯正施設を退所した福祉の支
援を必要とする知的障害者等の支援の方法を提案し、そ
れにより支援の質の向上を目指すことを目的として、わ
れわれの実践を基に作成しました。
　このテキストが、実際に支援に携わっている方々、ま
たこれから矯正施設を退所した人の支援を行おうとして
いる方々のお力になることを願っています。

『福祉の支援を必要とする矯正
施設を退所した知的障害者等
の地域生活支援に向けて』発刊

価格1,000円
（消費税・送料込）

お問い合わせ／お申し込み　研究部研究課研究係
TEL.027-320-1445　FAX.027-320-1391

第１部　事業の意義
　Ⅰ．事業の意義
　Ⅱ．支援体制の構築
第２部　犯罪との関わり
　Ⅰ．知的障害者の特性
　Ⅱ．犯罪に至る要因
第３部　地域生活を目指した個別支援計画の作成と
　　　具体的支援技術
　Ⅰ．個別支援計画の立案
　Ⅱ．具体的支援技術
第４部　これだけは知っておきたい制度
　Ⅰ．刑事司法手続き
　Ⅱ．更生保護の制度
　Ⅲ．刑事政策と福祉の連携による矯正施設を退所
　　した知的障害者への支援

目　次

※人数は、すべて延べ人数である

施設への在籍期間 退所済みで現居住
地を把握している

退所済みで現居住地
を把握していない

現在入所中もし
くは再入所中 合計

５年以上 　　４人 　　１人 　１７人 ２２人
３年以上５年未満 　　３人 　　０人 　１２人 １５人
１年以上３年未満 　　５人 　　４人 　２６人 ３５人
１年未満 　　８人 　　８人 　１２人 ２８人

合計 ２０人  　１３人 　 ６７人 １００人

例
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か

ら
、
矯
正
施
設
退
所
者
の
受
け
入

れ
経
験
が
あ
る
施
設
に
電
話
調
査

を
し
、
地
域
生
活
移
行
者
の
実
績

が
あ
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
協
力
が

可
能
と
回
答
が
あ
っ
た
九
施
設
に

対
し
て
、
そ
の
内
容
を
た
ず
ね
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
全
員
男
性

で
、
罪
名
は
窃
盗
が
多
く
、
地
域

生
活
移
行
ま
で
の
期
間
は
概
ね
一

年
半
以
下
、
地
域
生
活
移
行
先
は

ア
パ
ー
ト
と
Ｇ
Ｈ
、
Ｃ
Ｈ
で
、
後

者
の
場
合
は
全
て
が
入
所
し
て
い

た
施
設
と
同
一
法
人
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
（
表
４
）。
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知
的
障
害
者
が
精
神
科
病
院
に

入
院
す
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て

珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
八
年
六
月
三
十
日
時
点
で

は
七
千
二
百
四
十
五
人
の
知
的
障

害
者
が
入
院
し
て
い
る
の
が
実
態

で
す
。
二
〇
〇
八
年
時
点
の
療
育

手
帳
の
交
付
者
数
が
七
十
八
万
人

と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
知

的
障
害
者
の
百
人
に
一
人
が
精
神

科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
七
千
二
百
四
十
五
人
の

知
的
障
害
者
は
ど
の
よ
う
な
理
由

で
入
院
に
至
り
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
退
院
に
至
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
私
た
ち

は
知
的
障
害
者
の
入
院
治
療
の
実

態
と
入
退
院
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
八
ヶ
所
の

相
談
支
援
事
業
所
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
療
育
手
帳
を
持
ち
、

二
〇
〇
九
年
四
月
以
降
に
精
神
科

病
院
に
入
院
し
て
い
る
・
し
て
い

た
二
十
六
人
の
事
例
を
集
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
人
が
精
神

科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
本
調
査
の
結
果
で
は

重
度
・
最
重
度
の
人
が
五
人（
一
九

㌫
）
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
が
軽
度
な
い
し
中
度
の
知
的

障
害
の
程
度
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
（
図
１
）。

　

一
九
七
〇
年
代
、
精
神
科
病
院

に
入
院
す
る
知
的
障
害
者
の
多
く

は
重
度
・
最
重
度
の
人
で
、
問
題

行
動
の
あ
る
人
が
多
い
と
い
う
指

摘
が
あ
り
ま
す
。
一
九
七
〇
年
代

の
精
神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る

症
状
の
た
め
に
破
綻
し
て
し
ま
っ

た
地
域
生
活
を
立
て
直
す
た
め
」

を
目
的
に
入
院
し
て
い
る
人
が

十
二
人
（
四
六
㌫
）
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
目

的
と
し
て
、「
同
居
家
族
の
疲
弊

（
あ
る
い
は
疾
病
）
に
よ
る
家
族

の
レ
ス
パ
イ
ト
の
た
め
」
が
九
人

（
三
五
㌫
）、「
本
人
が
地
域
生
活

に
疲
れ
果
て
休
養
を
必
要
と
し
た

た
め
」
が
八
人
（
三
一
㌫
）
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
か
ら
、
知
的
障
害
者
の
精
神
科

病
院
の
入
院
は
、
本
人
の
行
動
障

害
の
管
理
を
目
的
と
し
た
入
院
だ

け
で
は
な
く
、
家
族
の
レ
ス
パ
イ

ト
、
本
人
の
地
域
生
活
の
休
養
を

目
的
と
し
た
入
院
も
あ
る
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
長
期
入
院
の
リ
ス
ク
を

抱
え
る
人
（
半
年
間
以
上
入
院
し

て
い
た
九
人
（
三
五
㌫
））
の
退

院
の
際
の
問
題
を
確
認
す
る
と
、

こ
ち
ら
も
行
動
障
害
の
管
理
だ
け

が
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

知
的
障
害
者

の
様
子
と
現

在
の
様
子
は

様
変
わ
り
し

て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え

ま
す
。

　

そ
れ
で
は

ど
の
よ
う
な

目
的
で
入
院

に
至
っ
た
の

で
し
ょ
う

か
。
本
調
査

の
結
果
で

は
、「
こ
だ

わ
り
や
強
迫

知的障害者が精神科入院治療に
至る経過の探索的調査の報告

図１　療育手帳の等級状況

　

は
な
い

　

い
ず
れ
に
し
ろ
原
因
を
明
確
に

し
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た

方
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

当
法
人
で
は
今
後
も
、
上
記
の

課
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
矯
正
施

設
退
所
者
で
福
祉
の
支
援
を
必
要

と
す
る
人
の
支
援
と
地
域
生
活
移

行
の
確
立
・
促
進
そ
し
て
本
支
援

事
業
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
に
、

本
テ
ー
マ
の
研
究
・
研
修
事
業
を

継
続
し
て
い
く
予
定
で
お
り
ま
す

の
で
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
今
年
度

も
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た

　

の
仕
組
み
と
地
域
生
活
の
仕
組

　

み
と
乖
離
し
て
お
り
、
施
設
で

　

適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き

　

な
い

③
入
所
施
設
に
入
所
し
た
障
害
者

　

に
地
域
生
活
を
阻
む
行
動
等
が

　

あ
る
、
あ
る
い
は
地
域
生
活
を

　

す
る
た
め
の
ス
キ
ル
が
十
分
で

し
ま
す
。
多

く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま

す
。

（
研
究
部
研
究
課
研
究
係
長

　

木
下　

大
生
）

退
所
者
の
地
域
生
活
移
行
が
進
ま

な
い
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
以
下
の
三
点
が
あ
り
ま
す
。

①
入
所
施
設
自
体
に
、
社
会
的
・

　

経
済
的
な
自
立
を
前
提
と
し
た

　

地
域
生
活
移
行
の
経
験
や
ノ
ウ

　

ハ
ウ
が
な
い

②
入
所
施
設
に
お
け
る
集
団
生
活

調査報告
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た
。
半
年
間
以
上
入
院
し
て
い
た

人
の
内
、
現
在
入
院
し
て
い
る
七

人
の
特
徴
は
、
入
院
に
至
っ
た
症

状
の
変
化
が
見
ら
れ
な
い
、
入
院

に
よ
り
元
の
居
住
の
場
所
に
戻
れ

な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
退
院
し
た
二
人
の
現
在
の
生

活
状
況
は
非
常
に
不
安
定
で
、
安

定
し
た
居
住
環
境
と
地
域
の
支
援

体
制
の
必
要
性
が
う
か
が
え
ま
し

　

Ａ
さ
ん
は
、
知
的
障
害
、
広
汎

性
発
達
障
害
の
診
断
が
あ
り
、
ま

た
精
神
疾
患
の
特
性
も
併
せ
持
っ

て
い
ま
す
（
図
１
）。
特
に
不
安

定
な
精
神
状
態
は
十
代
後
半
か
ら

発
症
し
、
経
年
と
と
も
に
、
自
傷
・

他
傷
・
物
壊
し
・
奇
声
・
徘
徊
・

睡
眠
障
害
等
激
し
さ
を
増
し
、
五

〜
六
時
間
あ
ま
り
に
及
び
、
家
庭

や
入
所
施
設
で
は
そ
の
対
応
に
苦

慮
し
、
支
援
が
著
し
く
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
精
神
科
病
院
に
数
か
月
の
入

退
院
を
繰
り
返
し
、
退
院
の
目
処

た
。
こ
の
よ
う
な
長
期
入
院
の
リ

ス
ク
を
抱
え
る
事
例
は
、
入
院
中

や
一
時
帰
宅
に
お
い
て
頻
繁
に
暴

力
行
為
が
見
ら
れ
る
、
放
火
や
器

物
破
損
等
の
行
為
が
頻
回
す
る

等
、
先
述
し
た
よ
う
に
入
院
時
の

状
況
に
変
化
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
事
例
で
す
。
し
か
し
、
現
在

は
精
神
科
病
院
も
入
院
治
療
の
短

期
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で

収
集
し
て
実

態
を
把
握
し

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

（
研
究
部
研
究
課　

研
究
員

　

相
馬　

大
祐
）

る
方
は
ご
一
読
く
だ
さ
い
。ま
た
、

今
回
の
報
告
は
探
索
的
な
調
査
で

あ
り
、
今
年
度
、
さ
ら
に
事
例
を

す
。
上
記
の
事
例
に
対
し
、
医
療

機
関
と
相
談
支
援
事
業
所
双
方
は

現
実
的
に
受
け
入
れ
条
件
の
計
画

や
整
備
が
で
き
る
か
ど
う
か
悩

み
、
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
さ
え

困
難
な
実
態
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

以
上
、
今
回
の
調
査
に
関
し
て

の
大
ま
か
な
報
告
と
な
り
ま
す
。

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
紀
要

第
五
号
に
論
文
と
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
興
味
の
あ

第　５　号
平成 23 年 度

が
な
い
中
、
一
年
あ
ま
り
精
神
科

病
棟
保
護
室
に
て
入
院
治
療
中
の

と
こ
ろ
、
当
法
人
に
行
動
障
害
等

を
有
す
る
な
ど
著
し
く
支
援
が
困

難
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、有
期
限
・

有
目
的
で
の
入
所
利
用
及
び
支

援
の
要
請
が
Ｂ
県
Ｂ
市
福
祉
課

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

入
所
に
あ
た
っ
て
は
、
前
施

設
で
の
資
料
や
病
院
か
ら
の
情

報
を
踏
ま
え
、
改
め
て
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
収
集
す
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
得
意
、
不
得

意
、
好
き
な
こ
と
、
嫌
い
な
こ

と
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
に
関
し
て
、
ま

た
、
い
つ
・
何
処
で
・
何
を
し

て
い
る
時（
何
も
し
て
い
な
い
時
）

に
不
安
定
な
状
態
に
な
る
の
か
、

二
十
四
時
間
Ａ
Ｂ
Ｃ
機
能
分
析
の

記
録
を
と
り
、
月
毎
に
散
布
図
に

落
と
し
ま
し
た
。
図
２
で
示
す
よ

う
に
、
記
録
に
あ
た
っ
て
は
不
安

定
な
状
態
の
定
義
を
支
援
者
間
で

統
一
し
ま
し
た
。
青
線
は
不
適
応

行
動
＝
移
動
中
の
座
り
込
み
、
立

ち
止
り
、
後
戻
り
。
緑
線
は
制
止

が
効
か
な
い
行
為
＝
殴
る
、
眼
鏡

を
壊
す
、
ト
イ
レ
籠
り
等
職
員
１

人
で
は
対
応
が
困
難
な
状
態
。
赤

線
は
不
穏
な
精
神
状
態
＝
連
続
し

た
激
し
い
声
出
し
、
会
話
の
不
成

立
、
粗
暴
行
為
が
数
時
間
に
お
よ

ぶ
状
態
、
と
し
た
。
こ
の
赤
線
部

分
の
精
神
状
態
が
、
Ａ
さ
ん
の
個

の
生
活
や
家
庭
・
集
団
で
の
生
活

の
大
き
な
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
成
育
歴
や
学
校
・
施
設
で

の
集
団
生
活
の
中
で
、
或
は
何
ら

か
の
支
援
上
の
問
題
も
含
め
て
、

複
合
的
な
誘
因
に
触
発
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

当
法
人

で
の
支
援

は
、
ま
ず

「
支
援
者
と

の
信
頼
関
係

を
築
く
」
こ

と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
提

示
し
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

今年は春の訪れが遅く、４月半ばになって
園内の桃、桜、ツツジの花が一斉に咲きました。

【実践事例】

精
神
科
病
院
に
社
会
的
入
院
を
し
て

い
た
知
的
障
害
者
の
受
け
入
れ
と
支
援
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の
変
更
は
事
前
に
説
明
し
必
ず
変

更
後
の
活
動
を
提
供
し
、
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
参
加
が
出
来
る
よ
う
に

て
き
ま
し
た
。
記
録
は
精
神
科

受
診
時
に
報
告
し
、
ま
た
精
神
科

医
師
、
臨
床
心
理
士
、
研
究
部
職

員
と
定
期
的
に
情
報
交
換
し
「
支

援
の
経
過
や
検
証
」
を
行
っ
て
来

ま
し
た
。
最
初
の
変
化
は
、
入
所

四
か
月
後
の
平
成
二
十
二
年
七
月

に
、
安
定
剤
の
減
量
や
睡
眠
導
入

剤
を
中
止
し
て
か
ら
見
ら
れ
ま
し

た
。
居
室
よ
り
出
て
き
て
デ
イ

ル
ー
ム
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な

り
、
笑
顔
も
増
え
職
員
と
会
話
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。然
し
、

赤
線
で
示
す
不
穏
状
態
は
、
十
五

か
月
後
ま
で
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
日
中
活
動
や
余
暇
時

間
（
雑
誌
や
新
聞
を
見
る
・
自
立

課
題
）、
配
膳
の
手
伝
い
等
生
活

リ
ズ
ム
が
整
い
、
見
通
し
の
立
つ

生
活
が
定
着
す
る
に
つ
れ
、
不
穏

状
態
の
回
数
に
変
化
が
見
ら
れ
ま

し
た
。「
役
割
を
遂
行
す
る（
作
業
・

外
出
）」
⇒
「
上
手
く
出
来
る
（
満

足
す
る
）」
⇒
「
賞
賛
を
得
る
（
強

化
子
）」
⇒
「
自
信
を
つ
け
る
」

⇒
「
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
活
動

枠
の
拡
大
）」
の
サ
イ
ク
ル
に
よ

り
自
信
や
達
成
感
を
得
て
、ま
た
、

自
己
肯
定
感
を
育
ん
だ
こ
と
が
改

善
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
平
成
二
十
三
年
十
〜
十
二
月

は
月
一
回
。
翌
二
十
四
年
一
月
か

ら
現
在
ま
で
不
穏
状
態
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
。
福
祉
と
医
療
の
綿
密
な

た
っ
て
は
、安
定
剤
を
投
与
さ
れ
、

オ
ム
ツ
を
あ
て
が
い
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
や
簡
易
ト
イ
レ
を
装
備
し

た
専
用
移
送
車
で
入
所
し
、
当
日

の
夕
刻
か
ら
不
安
定
な
精
神
状
態

に
な
っ
て
い
た
Ａ
さ
ん
が
、
二
年

二
か
月
あ
ま
り
経
過
し
た
現
在
、

自
ら
移
行
す
る
た
め
の
転
出
届
に

行
け
る
と
は
、
当
初
全
く
想
定
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
ま
た
新
た
な
環

境
の
中
で
生
活
が
始
ま
り
ま
す

が
、Ａ
さ
ん
が
有
し
て
い
る「
日
々

の
生
活
す
る
力
」「
活
動
す
る
力
」

「
周
囲
を
理
解
す
る
力
」
を
評
価

し
ま
す
と
、
充
分
に
ケ
ア
ホ
ー
ム

で
の
生
活
も
可
能
で
す
。
住
み
慣

れ
た
地
域
、
家
族
の
暮
ら
す
故
郷

で
の
地
域
生
活
を
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
な
お
、
退
所
後
に
お
い

て
も
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
体
制

を
と
り
つ
つ
、
要
請
に
応
じ
て
Ｂ

法
人
で
の
支
援
会
議
に
参
加
し
て

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行
う

予
定
で
す
。

【
※
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
に
つ

い
て
は
ご
本

人
及
び
ご
家

族
の
承
諾
を

頂
い
て
お
り

ま
す
。】

（
生
活
支
援
部
特
別
支
援
課
あ
じ

　

さ
い
・
か
わ
せ
み
寮
長

　

茂
木　
　

修
）

連
携
に
よ
る
支
援
を
提
供
し
た
結

果
、
好
ま
し
い
行
動
変
化
が
見
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
支
援

経
過
に
つ
い
て
は
、
出
身
地
の
行

政
及
び
障
害
者
支
援
施
設
と
定
期

的
な
合
同
支
援
会
議
を
開
催
し
、

支
援
状
況
の
確
認
と
情
報
の
共
有

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

平
成
二
十
四
年
六
月
に
出
身
地
の

障
害
者
支
援
施
設
に
移
行
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
下
旬
、
Ａ
さ
ん
は
Ｂ
県
に

移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
職
員
と
一

緒
に
市
役
所
に
行
き
転
出
届
け
を

提
出
し
ま
し
た
。
氏
名
を
記
入
し

押
印
を
済
ま
せ
、
そ
の
後
食
事

を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。
平
成

二
十
二
年
三
月
、
Ｂ
県
精
神
科
病

院
か
ら
当
法
人
へ
の
移
動
に
あ

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
や
強
化
子
と
し

て
ト
ー
ク
ン
等
を
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
約
束
は
必
ず
守
り
実
行
し

日
中
活
動
の
様
子

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
シ
ー
ル
は
が
し
）
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第
４
回「
高
齢
知
的
障
害
者
支
援
の

在
り
方
検
討
委
員
会
」

　

前
号
で
は
、
地
域
で
生
活
す
る

高
齢
知
的
障
害
者
に
、
生
き
が
い

づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
日
中
活

動
の
場
と
し
て
の
生
活
介
護
事
業

所
の
実
践
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今

号
は
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
居

住
の
場
所
で
あ
る
ケ
ア
ホ
ー
ム
設

立
の
経
過
を
報
告
し
ま
す
。
の
ぞ

み
の
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
高
齢

で
重
度
の
知
的
障
害
者
の
地
域
生

活
支
援
の
在
り
方
を
、
地
域
生
活

体
験
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
実

践
を
通
し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

「
高
齢
知
的
障
害
者
の
ケ
ア
ホ
ー

ム
〝い
し
は
ら
〞
開
設
に
つ
い
て
」

は
、
そ
の
経
過
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
身
体
的
な
機
能
低
下
が
顕

著
に
な
っ
て
き
た
人
に
と
っ
て
、

快
適
な
生
活
を
送
る
に
は
ハ
ー
ド

的
な
整
備
が
ど
う
し
て
も
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

支
援
方
法
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
充

実
に
向
け
、
実
践
を
積
み
重
ね
て

い
き
ま
す
。

　
「
そ
ん
な
に
高
齢
で
も
週
に
五

回
も
デ
イ
の
活
動
に
出
か
け
て
い

る
ん
で
す
か
？
」

　

昨
年
度
、
四
回
に
亘
り
開
催
し

た
「
高
齢
知
的
障
害
者
支
援
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
委

員
か
ら
出
た
質
問
の
ひ
と
つ
で

す
。
高
齢
者
福
祉
の
現
場
の
常
識

と
、
元
気
な
頃
か
ら
長
期
間
支
援

を
継
続
し
て
き
た
知
的
障
害
者
福

祉
の
現
場
と
で
、
支
援
方
法
を
検

討
す
る
際
の
基
本
的
な
考
え
方
に

違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
出
来
事
で
し
た
。
第
三
十
号
よ

り
連
載
し
て
き
た
、
こ
の
検
討
委

員
会
も
最
終
の
四
回
目
を
終
え
、

報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
。
知
的

障
害
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
①
生

活
の
場
作
り
、②
生
き
が
い
作
り
、

③
生
活
の
場
で
の
医
療
・
介
護
、

④
生
活
の
場
で
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
・
看
取
り
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー

化
し
た
入
所
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
、
そ
れ
に
対
す
る
支
援
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
四
回

に
亘
っ
て
議
論
を
重
ね
、
の
ぞ
み

の
園
と
し
て
今
後
改
善
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
高
齢
知
的
障
害
者

支
援
の
在
り
方
の
方
向
性
に
つ

い
て
報
告
書
に
ま
と
め
、
平
成

二
十
四
年
三
月
末
に
厚
生
労
働
省

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
は
、
一
、
高
齢
知
的
障

害
者
支
援
の
在
り
方
検
討
委
員
会

設
置
の
趣
旨
。
二
、
の
ぞ
み
の
園

の
利
用
者
概
況
。
三
、
の
ぞ
み
の

園
に
お
け
る
高
齢
知
的
障
害
者
支

援
の
取
り
組
み
。
四
、
関
係
者
か

ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
。
五
、
高
齢
知

的
障
害
者
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
。
六
、
今
後
の
ぞ
み
の
園
の
目

指
す
べ
き
方
向
性
。
の
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
知
的
障
害
者
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
で
は
、
利
用
者

の
暮
ら
し
を
支
え
る
様
々
な
要
素

を
、〈
生
活
の
場
作
り
〉〈
生
き
が

い
作
り
〉〈
生
活
の
場
で
の
医
療
・

介
護
〉〈
生
活
の
場
で
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
・
看
取
り
〉
に
整
理
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
ま
と

め
て
い
ま
す
。

　
〈
生
活
の
場
作
り
〉
で
は
、「
高

齢
者
施
設
の
支
援
と
知
的
障
害
者

施
設
の
支
援
と
の
質
が
違
う
点
を

踏
ま
え
た
う
え
で
介
護
保
険
施
設

等
に
移
行
す
る
と
い
う
方
向
性
を

持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
た
め
の

準
備
を
い
つ
か
ら
始
め
て
ど
の
よ

　

の
ぞ
み
の
園
は
、
平
成
二
十
三

年
七
月
、
高
齢
者
支
援
を
専
門
と

す
る
民
間
法
人
等
の
専
門
家
を
招

聘
し
て
設
置
し
た
「
高
齢
知
的
障

害
者
支
援
の
在
り
方
検
討
委
員

会
」（
以
下
「
検
討
委
員
会
」
と

い
う
。）
に
お
い
て
、
の
ぞ
み
の

園
の
入
所
利
用
者
の
現
状
と
高
齢

ド
で
論
点
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
障
害
福
祉
の
現
場
で

高
齢
に
な
っ
た
知
的
障
害
者
を
支

援
す
る
こ
と
と
、
高
齢
者
福
祉
の

現
場
で
共
通
す
る
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
一
方
、
こ
れ
ま
で

十
分
な
議
論
が
で
き
な
か
っ
た
、

知
的
障
害
者
の
看
取
り
の
問
題
に

つ
い
て
も
、
新
た
に
考
え
る
べ
き

課
題
が
沢
山
あ
る
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
の
ぞ
み
の
園
で
は
、

高
齢
知
的
障
害
者
へ
の
総
合
的
な

支
援
の
実
践
と
基
礎
的
な
調
査
研

究
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
ま

す
。（
研
究
部
長　

志
賀　

利
一
）

知
的
障
害
者
の
高
齢
化
に
向
け
た
対
策
が
必
要
な
時
代
に
Part３

う
に
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く

べ
き
で
あ
る
」、「
高
齢
に
な
っ
て

も
重
度
の
知
的
障
害
者
に
対
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を

持
っ
た
人
が
支
援
を
行
い
、
安
心

し
て
良
い
理
解
者
・
仲
間
と
生
活

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
」、「
知

的
障
害
者
の
施
設
に
お
い
て
は
、

生
活
経
験
の
乏
し
い
利
用
者
も
見

ら
れ
る
が
、
知
的
障
害
者
が
高
齢

に
な
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
理
解
し
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
生
活
の
場
づ
く
り
を
丁
寧
に
行

う
必
要
が
あ
る
」。

　
〈
生
き
が
い
作
り
〉
で
は
、「
生

き
が
い
あ
る
活
動
と
は
、
自
ら
が

関
わ
ら
な
け
れ
ば
と
い
っ
た
ワ
ク

ワ
ク
す
る
よ
う
な
活
動
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
、
又
、
地
域
と
の
交

流
を
図
る
と
い
っ
た
試
み
も
重
要

で
あ
る
」、「
高
齢
に
な
れ
ば
転
倒

等
、
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
の
リ

ス
ク
も
当
然
高
く
な
る
た
め
、
事

前
に
家
族
・
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
了

解
を
得
て
お
く
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
も
大
切
で
あ
る
」、「
高
齢

に
な
っ
て
か
ら
豊
か
な
生
活
や
体

最
終
報
告

験
を
増
や
す
と
い
っ

た
発
想
は
、
利
用
者

の
立
場
か
ら
は
考
え

ら
れ
な
い
発
想
で
あ

る
。
若
く
て
元
気
な

う
ち
か
ら
、
多
く
の

社
会
的
経
験
を
積
ん

ピエールドゥロンサール
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で
も
ら
え
る
よ
う
な
支
援
が
大
切

で
あ
る
」。

　
〈
生
活
の
場
で
の
医
療
・
介
護
〉

で
は
、「
医
師
や
看
護
師
の
配
置

を
ど
の
よ
う
に
充
実
し
て
い
く
か

検
討
す
べ
き
で
あ
る
」、「
救
急
救

命
の
訓
練
や
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
止

す
る
た
め
の
口
腔
ケ
ア
な
ど
、
福

祉
職
が
実
施
可
能
な
医
療
的
な
ケ

ア
を
し
っ
か
り
研
修
す
る
機
会
を

設
け
る
必
要
が
あ
る
」、「
認
知
症

等
に
罹
患
し
た
利
用
者
に
対
す
る

支
援
に
お
い
て
は
、
慣
れ
親
し
ん

だ
環
境
の
維
持
は
大
事
だ
が
刺
激

は
必
要
で
あ
り
、
変
化
に
対
応
す

る
力
を
つ
け
る
と
い
う
視
点
も
大

事
で
あ
る
」。

　
〈
生
活
の
場
で
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
・
看
取
り
〉
で
は
、「
病
院

に
入
院
す
る
の
で
は
な
く
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
と
し
て
医
療
職
が
生

活
の
場
に
入
り
一
緒
に
看
取
る
経

験
を
つ
む
こ
と
で
、
福
祉
職
員
の

医
療
的
な
視
点
や
看
取
り
に
対
す

る
考
え
方
が
少
し
ず
つ
育
っ
て
い

く
」、「
職
員
と
利
用
者
の
関
係
だ

け
で
な
く
、
長
く
一
緒
に
生
活
し

て
き
た
仲
間
と
お
別
れ
が
で
き
る

場
を
設
け
る
こ
と
は
重
要
だ
と
考

え
ら
れ
る
」。
と
い
う
よ
う
な
そ

れ
ぞ
れ
の
論
点
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
論
点
を
踏
ま
え
、

の
ぞ
み
の
園
の
取
り
組
む
べ
き
課

　
〈
高
齢
知
的
障
害
者
の
支
援
〉

に
つ
い
て
は
、「
本
人
や
保
護
者

等
の
希
望
に
よ
り
生
ま
れ
た
地
域

等
に
移
行
す
る
場
合
は
、
十
分
な

準
備
を
行
っ
た
う
え
で
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
が
出
来
る
よ
う
努
め
て
い

く
一
方
、
高
齢
に
な
り
本
人
の
心

身
等
の
状
況
か
ら
の
ぞ
み
の
園
を

終
の
棲
家
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
ら
れ
る
利
用
者
に
対
し
て

は
、
長
年
生
活
の
場
を
一
緒
に
過

ご
し
て
き
た
人
と
の
生
活
の
継
続

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
支

援
に
な
れ
た
職
員
と
共
に
穏
や
か

な
暮
ら
し
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
最
善
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様

に
、
高
齢
知
的
障
害
者
の
生
活
経

験
の
乏
し
さ
を
埋
め
る
支
援
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、「
検
討
委
員
会
」

で
示
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い

く
」。

　
〈
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
〉
に
つ
い

て
は
、「
看
取
り
に
つ
い
て
は
、

思
想
的
な
部
分
に
お
い
て
組
織
的

な
合
意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
る

た
め
十
分
な
議
論
を
重
ね
た
上

で
、
人
生
の
最
期
を
生
活
の
場
で

迎
え
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
と
し

た
場
合
は
、
保
護
者
の
方
々
の
理

解
を
ど
の
よ
う
に
得
て
い
く
の

か
、
又
、
往
診
の
体
制
や
、
看
取

り
で
の
医
師
の
立
ち
会
い
等
、
医

療
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
等
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
家
族
や

仲
間
た
ち
に
看
取
ら
れ
る
体
制
作

り
に
つ
い
て
モ
デ
ル
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
」。

　
〈
調
査
・
研
究
〉
に
つ
い
て
は
、

「
国
立
の
施
設
と
し
て
高
齢
知
的

障
害
者
の
支
援
に
関
し
て
必
要
な

調
査
・
研
究
を
重
ね
、
そ
の
成
果

を
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
全
国
の

関
係
施
設
に
情
報
提
供
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
又
、
今
後
は
、
全

国
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い

高
齢
知
的
障
害
者
の
地
域
、
並
び

に
介
護
保
険
施
設
等
に
お
け
る
生

活
の
状
況
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制

度
利
用
の
実
態
、
そ
し
て
、
権
利

擁
護
面
の
課
題
等
に
つ
い
て
各
分

野
の
専
門
家
と
共
同
で
調
査
・
研

究
を
行
い
、
そ
の
支
援
の
在
り
方

に
関
す
る
包
括
的
な
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
更
に
、
高
齢
知
的
障
害
者

支
援
に
お
け
る
効
果
的
な
支
援
方

法
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
た

め
に
、
高
齢
者
施
設
と
の
連
携
を

図
り
、
情
報
交
換
や
事
例
検
討
等

を
行
う
現
場
レ
ベ
ル
で
の
研
究
会

等
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

う
も
の
と
す
る
」。
と
の
方
向
性

を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
に
お
け
る
高
齢
知

的
障
害
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
の
ぞ
み
の
園
の
入
所

利
用
者
へ
の
対
応
で
す
が
、
高
齢

知
的
障
害
者
の
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
全
国
の
知
的
障
害
者

い
て
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、

看
取
り
に
関
す
る
組
織
的
な
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
。
③
嚥
下
機
能
の
低
下
に
よ

る
誤
嚥
性
肺
炎
等
、
知
的
障
害
者

の
死
亡
原
因
に
係
る
調
査
等
に
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、

高
齢
知
的
障
害
者
の
機
能
低
下
に

対
応
し
た
健
康
管
理
等
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
関
係
施
設
に
対

し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
。
に
つ
い
て
新
た
な

課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
の
ぞ
み
の
園
の
目
指
す

べ
き
方
向
性
」
に
つ
い
て
は
、〈
高

齢
知
的
障
害
者
の
支
援
〉、〈
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
〉、〈
調
査
・
研
究
〉

に
つ
い
て
の
方
向
性
を
示
し
ま
し

た
。

題
と
し

て
、
①
生

活
寮
へ
の

看
護
師
の

常
時
配
置

体
制
に
つ

い
て
検
討

を
行
う
必

要
が
あ
る

こ
と
。
②

終
末
期
に

お
け
る
医

療
と
支
援

現
場
と
の

連
携
に
つ
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の
ぞ
み
の
園
で
は
、
平
成
十
九

年
三
月
に
最
初
の
ケ
ア
ホ
ー
ム

「
お
お
い
し
」（
定
員
五
人
）
を
二

階
建
て
一
般
住
宅
を
借
り
て
開
設

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十

年
四
月
に
二
階
建
て
ア
パ
ー
ト
の

一
階
部
分
の
二
部
屋
を
借
り
て

「
や
ち
よ
」（
定
員
五
人
）
を
、
平

成
二
十
一
年
二
月
に
は
二
階
建
て

一
般
住
宅
を
借
り
て
「
さ
く
ら
」

（
定
員
四
人
）
を
順
次
開
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
入

居
者
は
、
地
元
群
馬
県
の
出
身
者

を
中
心
に
、
県
外
出
身
者
で
ふ
る

さ
と
に
は
身
寄
り
が
い
な
い
方
た

ち
で
し
た
。

　

現
在
、
の
ぞ
み
の
園
の
入
所
利

用
者
の
平
均
年
齢
は
六
十
歳
を
超

え
て
お
り
、
数
年
前
か
ら
、
高
齢

化
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
や
認

知
症
の
症
状
を
呈
す
る
方
た
ち
が

増
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
傾
向

は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
始

め
た
方
た
ち
も
同
様
で
、
特
に
最

初
に
開
設
し
た
「
お
お
い
し
」
の

入
居
者
の
中
に
は
、
一
般
住
宅
で

の
生
活
が
困
難
な
方
も
出
て
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、た
ま
た
ま「
お

お
い
し
」
の
近
く
に
あ
っ
た
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
で
平
屋
の
高
齢

者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
新
「
お

お
い
し
」
と
し
て
購
入
し
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
や
緊
急
通
報
装
置
等

の
消
防
設
備
を
整
え
、
高
齢
知
的

障
害
者
の
た
め
の
ケ
ア
ホ
ー
ム
と

し
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月
か
ら

高
齢
化
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下

か
ら
一
般
の
住
環
境
で
暮
ら
す

こ
と
が
困
難
な
方
が
出
て
き
ま
し

た
。
特
に
「
や
ち
よ
」
に
つ
い
て

は
、
障
害
程
度
区
分
が
高
く
な
っ

た
た
め
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
改
正
消
防
法
の
下

で
は
、
こ
の
ま
ま
住
み
続
け
る
た

め
に
は
、
ア
パ
ー
ト
全
戸
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と

い
う
入
居
者
の
希
望
に
応
え
る
た

め
に
、
新
「
お
お
い
し
」
に
続
く

高
齢
知
的
障
害
者
の
た
め
の
ケ
ア

ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
た
め
に
、
土

地
の
確
保
か
ら
始
め
、
今
ま
で
に

培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し
つ

つ
、
介
護
度
の
高
い
方
で
も
暮
ら

せ
る
設
備
等
に
つ
い
て
検
討
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
ケ
ア
ホ
ー
ム
は
、当
初
、

平
成
二
十
四
年
三
月
中
に
開
設
す

る
方
向
で
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

も
あ
っ
て
、
資
材
の
調
達
に
時
間

が
か
か
り
、
開
設
は
五
月
に
ず
れ

込
み
ま
し
た
が
、
十
六
日
に
無
事

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
ケ
ア

ホ
ー
ム
は
設
置
場
所
の
地
名
を
取

り
「
い
し
は
ら
」
と
命
名
し
、
定

員
八
人
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
・
緊
急
通
報
装

置
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
地
域

生
活
を
望
み
な
が
ら
も
、
身
体
介

護
の
程
度
が
高
い
た
め
入
居
が
難

し
い
と
さ
れ
る
方
も
受
け
入
れ
可

能
に
す
る
た
め
に
、風
呂
場
に
は
、

天
井
走
行
リ
フ
ト
を
整
備
し
、
さ

ら
に
は
、
車
い
す
の
方
も
安
全
に

す
れ
違
え
る
よ
う
に
廊
下
の
幅
も

か
な
り
広
め
に
取
る
な
ど
、
高
齢

で
障
害
の
程
度
が
重
く
て
も
快
適

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
様
々
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
お
い
し
」・「
い
し
は
ら
」

を
整
備
で
き
た
こ
と
で
、
機
能
低

下
が
進
ん
で
も
、
ハ
ー
ド
的
に
は

地
域
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
準

備
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。
残
さ

れ
た
課
題
は
、
身
体
機
能
の
低
下

に
備
え
、
認
知
症
等
の
新
た
な
課

題
に
対
応
で
き
る
職
員
（
世
話
人

を
含
む
）
の
資
質
の
向
上
等
の
ソ

フ
ト
面
の
充
実
で
す
。

　

高
齢
に
な
り
身
体
機
能
が
低
下

し
て
も
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

豊
か
で
充
実
し
た
地
域
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
工
夫
を
し

な
が
ら
、
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
ま

す
。

（
地
域
支
援
部
地
域
支
援
課
地
域

　

生
活
支
援
係
主
査

　

清
水　

清
康
）

運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
建

物
は
、
八
人
の
生
活
が
可
能
で

あ
っ
た
た
め
、「
お
お
い
し
」
の

利
用
者
五
人
に
、
地
域
で
の
暮
ら

し
を
希
望
す
る
群
馬
県
出
身
者
三

人
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
三

つ
の
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
入
居
者
は
、

順
調
に
地
域
生
活
を
継
続
し
て
き

関
係
施
設
に
お
い
て
も
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
報
告
書
が
そ
の
課
題
解
決
等
の

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
ご
多
忙
の
中
、
外
部

委
員
と
し
て
ご
協
力
を
頂
い
た
池

田
昌
弘
様
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）、
磯

彰
格
様
（
社
会
福
祉
法
人
南
山
城

学
園
理
事
長
）、
小
林
彰
様
（
社

会
福
祉
法
人
か
り
が
ね
福
祉
会
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
か
り
が
ね
施
設

長
）、
近
藤
弘
子
様
（
社
会
福
祉

法
人
上
磯
康
啓
会
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
つ
れ
づ
れ
の
郷
施
設
長
）

に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
高
齢
知
的
障
害
者
支

援
の
取
り
組
み
等
を
ご
報
告
頂
い

た
二
施
設
の
皆
様
や
ご
意
見
等
を

頂
い
た
保
護
者
会
の
代
表
の
皆
様

に
対
し
、
こ
の
紙
上
を
借
り
ま
し

て
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ

ま
す
。

（
事
業
企
画
部
事
業
企
画
・
管
理

課
長　

櫻
井　

久
雄
）

高
齢
知
的
障
害
者
の
ケ
ア
ホ
ー
ム

「
い
し
は
ら
」の
開
設
に
つ
い
て

ま
し
た

が
、
一
般

住
宅
や
ア

パ
ー
ト
を

賃
貸
で
使

用
し
、
ケ

ア
ホ
ー
ム

と
し
て
運

営
し
て
き

た
「
さ
く

ら
」や「
や

ち
よ
」
の

入
居
者
の

中
に
も
、
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平
成
二
十
三
年
度
の
地
域
移
行

者
（
二
十
一
人
の
う
ち
男
性
十
五

人
、
女
性
は
六
人
）
は
平
均
年
齢

五
十
六
歳
、
平
均
障
害
程
度
区
分

４
・
５
、
平
均
在
籍
年
数
三
十
二

年
七
ヶ
月
で
し
た
。
地
域
移
行
先

は
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
九
人
、
施
設
に

一
旦
入
所
後
ケ
ア
ホ
ー
ム
へ
入
居

こ
れ
は
の
ぞ
み
の
園
で
行
っ
て
い

る
地
域
生
活
体
験
ホ
ー
ム
で
の
暮

ら
し
を
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
生
活
し
た
い
」

と
本
人
が
希
望
し
た
こ
と
（
長
期

体
験
者
八
人
）
が
大
き
な
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
移
行
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
ん
だ
の
は
、
当
法
人
の
取
り

組
み
だ
け
で
な
く
、
関
係
諸
団
体

の
ご
尽
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
人
、
障
害
者
支
援
施
設
十
人
で

し
た
。
平
成
二
十
三
年
度
の
地
域

移
行
の
特
徴
と
し
て
は
、
移
行
先

が
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
い
う
ケ
ー
ス
が

約
半
数
を
占
め
て
お
り
（
表
１
）、

や
老
化
現
象
が
見
ら
れ
る
時

に
、
ま
た
は
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
時
等
に
若
い
時
の
元
気
な
映

像
と
比
較
す
る
こ
と
で
変
化
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
利
用

者
の
適
切
な
対
応
に
生
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
甲
状
腺
機
能

の
異
常
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

う
つ
病
と
い
っ
た
内
科
あ
る
い

は
精
神
科
的
な
疾
病
を
、
高
齢

に
よ
る
老
化
の
進
行
状
況
と
間

違
っ
て
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
素
人
判
断
で
は

な
く
、
専
門
医
と
し
っ
か
り
と

情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

る
た
め
に
作
成
し
て
き
た
様
々

な
資
料
等
が
、
重
要
な
情
報
源

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

同
様
に
、
各
種
健
康
診
断
の

結
果
や
主
治
医
の
意
見
書
、
知

能
検
査
を
代
表
と
し
た
心
理
検

査
や
社
会
適
応
行
動
尺
度
な
ど

も
重
要
な
情
報
源
と
な
り
ま

す
。
可
能
な
ら
ば
利
用
者
本
人

の
若
い
時
や
元
気
な
時
の
脳
の

Ｍ
Ｒ
Ｉ（
核
磁
気
共
鳴
画
像
法
）

映
像
を
撮
っ
て
お
く
と
、
脳
萎

縮
レ
ベ
ル
や
記
憶
を
司
る
海
馬

の
状
態
を
Ｖ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｄ
（
ブ
イ

エ
ス
ラ
ド
：
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
診
断
支
援
シ
ス

テ
ム
）
と
い
う
方
法
で
判
定
で

き
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
た
時

る
支
援
者
間
の
共
通
認
識
を
高

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
各
施
設
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
等
も
あ
り
、「
七
領
域

三
十
二
項
目
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

内
容
で
は
多
過
ぎ
る
」
と
の
お

考
え
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
場
合
は
各
々
の
支
援

内
容
等
に
合
う
よ
う
に
改
め
ら

れ
て
お
作
り
頂
い
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

高
齢
と
な
っ
た
知
的
障
害
者

の
老
化
対
策
は
、
各
施
設
で
も

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
と
考

え
ま
す
が
、
十
分
な
研
究
の
蓄

積
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま

た
、
日
々
の
支
援
の
記
録
を
工

夫
し
て
活
用
す
る
こ
と
や
、
こ

れ
ま
で
知
的
障
害
者
を
支
援
す

定
調
査
の
場
合
は
多
く
の
対
象

者
が
三
年
に
一
回
の
ペ
ー
ス
な

の
で
、
老
化
の
進
行
等
の
状
況

変
化
の
把
握
に
は
不
適
で
、
そ

れ
よ
り
も
一
年
に
一
回
は
作
成

す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
票
の
利
用

が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

の
ぞ
み
の
園
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
票
は
、
日
常
生
活
・
社
会
生

活
技
能
等
の
七
領
域
、
そ
の
項

目
を
さ
ら
に
細
か
く
し
た
、
移

動
・
時
間
の
理
解
等
の
三
十
二

項
目
に
お
け
る
本
人
の
支
援
の

度
合
い
を
客
観
的
に
示
せ
る

よ
う
な
形
で
作
成
し
て
い
ま

す
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
票
の
利
用

に
よ
り
、
客
観
的
に
利
用
者
の

様
子
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
、
利
用
者
の
支
援
に
対
す

　
　

高
齢
と
な
っ
た
知
的
障
害 

　
　

者
の
老
化
の
進
行
状
況
を

測
る
よ
う
な
指
標
は
あ
り
ま
す

か
？

　
　

現
在
、
知
的
障
害
者
の
老

　
　

化
の
進
行
状
況
を
測
る
指

標
に
つ
い
て
専
用
の
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
障
害
程
度
区

分
認
定
調
査
（
以
下
「
認
定
調

査
」と
い
う
。）の
書
式
」や「
個

別
支
援
計
画
に
お
け
る
ア
セ
ス

メ
ン
ト
票
（
以
下
「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
票
」
と
い
う
。）」
を
利
用

す
る
の
も
一
つ
の
方
法
と
思
わ

れ
ま
す
。
認
定
調
査
の
書
式
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
票
の
ど
ち
ら
も

一
定
の
期
間
を
経
て
定
期
的
に

作
成
を
す
る
も
の
で
す
が
、
認

　
　

　
　

者
の
老
化
の
進
行
状
況
を

Ｑ
　
　

現
在
、
知
的
障
害
者
の
老

　
　

化
の
進
行
状
況
を
測
る
指

Ａ

障害者支援施設からの問い合わせ（援助・助言）＆＆
Ｑ
Ａ　

当
法
人
の
平
成
二
十
三
年
度
中
の
地
域
移
行
者
は
二
十
一
人
で
し
た
。
当
法
人
が
平
成

十
五
年
度
か
ら
地
域
移
行
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
、
地
域
移
行
者
の
総
数
は
百
三
十
二

人
（
平
成
二
十
四
年
三
月
末
ま
で
）
と
な
り
ま
し
た
。

●
地
域
移
行
者
の
概
要

平
成
23
年
度
地
域
移
行
実
績
報
告

平
成
23
年
度
地
域
移
行
実
績
報
告

表１　23年度地域移行先別人数

地域移行先 人数

ケアホーム 9

施設→ケアホーム 2

施設 10
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生
活
体
験
ホ
ー
ム
で
の
宿

泊
体
験
を
希
望
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
宿
泊
体

験
の
対
象
者
と
し
て
選
ば

れ
上
記
の
宿
泊
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
宿
泊
体
験
に
よ
り
「
地

域
移
行
し
た
い
」
と
意
思

表
示
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
転
機
が
訪
れ
た
の

は
平
成
二
十
三
年
に
出
身

県
の
情
報
提
供
を
受
け

て
、
身
体
障
害
を
主
と
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
事

業
所
が
Ｔ
さ
ん
を
始
め
当

法
人
利
用
者
の
受
け
入
れ

に
協
力
す
る
と
お
約
束
い

た
だ
け
た
こ
と
か
ら
で

す
。

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
一
年

度
に
か
け
て
、
地
域
生
活
体
験

ホ
ー
ム
に
お
い
て
高
齢
及
び
重
度

の
身
体
障
害
を
持
ち
、
か
つ
医
療

的
配
慮
を
要
す
る
利
用
者
に
つ
い

て
、
地
域
生
活
の
た
め
に
必
要
な

支
援
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
建
物
で
あ

る
「
く
る
ん
」
で
の
宿
泊
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
が
地

域
移
行
に
繋
が
っ
た
Ｔ
さ
ん
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。（
表
２
）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

Ｔ
さ
ん　

五
十
九
歳　

男
性

　
　

障
害
程
度　

身
障
手
帳
１
種

　
　

１
級
（
脳
性
麻
痺
に
よ
る
上

　
　

下
肢
痙
性
麻
痺
）

　
　

障
害
程
度
区
分
６

　
　

Ｉ
Ｑ
35　

療
育
手
帳
Ａ

　

Ｔ
さ
ん
は
昭
和
四
十
七
年
に

二
十
歳
で
入
所
し
、
三
十
九
年
間

の
ぞ
み
の
園
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

入
所
当
初
は
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
加
齢
と
と
も
に
歩
行
困

難
と
な
り
、
平
成
六
年
か
ら
重
介

護
者
の
寮
で
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
Ｔ
さ
ん
は
か
ね
て
か
ら
地
域

　

こ
の
た
め
、
保
護
者
に
説
明
を

行
い
ま
し
た
が
、
保
護
者
は
事
業

所
見
学
に
は
承
諾
さ
れ
た
も
の

の
、
地
域
移
行
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
た
め
、
職
員
が
家
庭
を
訪

問
し
、
保
護
者
や
親
族
に
Ｔ
さ
ん

の
想
い
を
伝
え
地
域
移
行
の
意
義

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
移
行
予
定
先
事
業

所
の
体
験
利
用
を
行
い
、
体
験
期

間
中
に
保
護
者
や
親
族
が
事
業
所

を
見
学
さ
れ
、
問
題
が
な
け
れ
ば

地
域
移
行
に
同
意
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
体
験
利
用
の
前
に
移

行
予
定
先
事
業
所
の
職
員
五
人
が

来
園
さ
れ
、
Ｔ

さ
ん
ら
同
県
出

身
者
三
人
と
面

会
し
、
体
験
利

用
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
体
験

利
用
は
三
人
が

一
緒
に
行
い
ま

し
た
。
Ｔ
さ
ん

は
身
体
障
害
が

重
い
た
め
、
当

初
は
、
い
っ
た

ん
は
施
設
に
入

所
し
て
そ
の
後
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
受

け
入
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
移
行

予
定
先
事
業
所
の
役
員
が
Ｔ
さ
ん

の
強
い
希
望
に
心
を
動
か
さ
れ
、

直
接
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
入
居
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
局
三
人

全
員
が
体
験
利
用
終
了
後
、
の
ぞ

み
の
園
に
戻
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
地

域
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
こ
の
事
業
所
で
は
三
人

が
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
一
人
が
施
設
で

生
活
し
て
い
ま
す
。（
表
３
）

●
重
度
・
高
齢
知
的
障
害
者
の

　

地
域
移
行（
Ｔ
さ
ん
の
場
合
）

　

以
下
に
示
す
保
護
者
へ
の
働

き
か
け
の
結
果
、
二
十
三
年
度

新
た
に
同
意
を
得
た
保
護
者
は

三
百
四
十
二
人
（
平
成
二
十
三
年

四
月
一
日
現
在
）
の
う
ち
二
十
五

人
で
し
た
。

●
保
護
者
へ
の
働
き
か
け

表２　Tさんの地域移行までの取り組み

地域生活体験ホーム「くるん」
での短期宿泊体験 ３回

１泊２日～１週間程度
　　H20.11.18 ～ 19　（H20.12.14 ～ 15）　　H21. 1.20 ～ 27

地域生活体験ホーム「くるん」
での長期宿泊体験 ３回

２～３ヶ月間程度
　　H21. 2.20 ～ 3.19　（H21. 4.13 ～ 6.30 ）　　H21. 7.15 ～ 10.31

事業所見学 ２回
２事業所
　　H23. 4.27 A 事業所
　（H23. 5.19 B 事業所）

宿泊体験 １回 ８日間
　（H23. 6.23 ～ 6.30）

表３　Tさんと一緒に地域移行した利用者の状況

移行先 年齢 性別 障害程度区分 身体障害

ケアホーム 60 女性 5 １種２級　車椅子

ケアホーム 59 男性 6 １種１級　車椅子

ケアホーム 62 女性 6 ２種２級　歩行器

障害者支援施設 60 女性 6 １種２級　車椅子

図１　来園等の機会の少ない保護者 75人への
　　　地域移行の働きかけ後の意向状況

■
来
園
の
機
会
等
の
少
な
い
保
護

　

者
へ
の
取
り
組
み

　

入
所
期
間
の
長
期
化
が
進
む
に

つ
れ
て
保
護
者
の
状
況
が
変
化
し

（
両
親
の
高
齢
化
や
保
護
者
が
兄

弟
等
に
変
更
）、
利
用
者
と
の
関

係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
保
護

者
三
十
三
人
を
対
象
に
地
域
移
行

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
電
話
連

絡
や
家
庭
訪
問
を
行
う
な
ど
丁
寧

に
行
っ
た
結
果
、九
人
が
同
意
し
、

こ
の
う
ち
五
人
が
地
域
移
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
十
一
年

度
か
ら
三
年
間
か
け
て
こ
の
取
り

組
み
を
行
っ
た
保
護
者
は
総
勢

七
十
五
人
と
な
り
、
う
ち
二
十
七

人
が
地
域
移
行
に
同
意
し
、
こ
れ

ま
で
に
十
九
人
が
地
域
移
行
し
て

い
ま
す
（
図
１
）。

　

二
十
三
年
度
地
域
移
行
者
の
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内
、
九
人
が
こ
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
方
で
す
。（
図
２
）

対
応
と
し
て
、
本
人
の
生

活
の
様
子
や
健
康
面
に
つ

い
て
確
認
し
、
事
業
所
か

ら
の
ご
意
見
を
伺
う
機
会

と
し
て
定
期
的
に
電
話
連

絡
を
す
る
と
と
も
に
時
期

を
決
め
て
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

日
中
活
動
の
場
や
住
ま
い

の
場
が
変
わ
っ
た
り
、
体

調
等
に
変
化
が
あ
っ
た
り

し
た
方
に
対
し
て
は
必
要

に
応
じ
て
訪
問
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
六
十
一
人

に
対
し
て
訪
問
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
訪
問
し

た
際
に
、
地
域
移
行
者

（
地
域
移
行
後
五
年
が
経

た
い
」
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
よ
り
「
地
域
移

行
通
信
」
を
年
六
回
発
行
し
、
地

域
生
活
体
験
ホ
ー
ム
や
地
域
移
行

者
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

写
真
や
図
を
多
く
取
り
入
れ
、
視

覚
的
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
は
保

護
者
に
わ
か
り
や
す
く
効
果
的
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現

在
で
は
保
護
者
か
ら
直
接
記
事
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

じ
今
後
も
取

り
組
ん
で
い

く
所
存
で

す
。

（
地
域
支
援
部
地
域
移
行
課
地
域  

　

移
行
係
長　

皿
山　

明
美
）

■
保
護
者
等
へ
の
広
報
活
動
の
実

　

施

　

全
て
の
寮
で
の
保
護
者
懇
談
会

に
お
い
て
、
職
員
が
こ
れ
ま
で
の

地
域
移
行
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
す

で
に
地
域
移
行
し
た
利
用
者
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
伝
え
る
ビ
デ
オ
を
放

映
し
、
地
域
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
が

持
て
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
地
域

生
活
体
験
ホ
ー
ム
の
紹
介
も
併
せ

て
行
い
、
見
学
を
希
望
し
た
保
護

者
か
ら
は
「
ぜ
ひ
と
も
体
験
さ
せ

過
し
た
利
用
者
）
か
ら
「（
他
所

へ
地
域
移
行
し
た
）
○
○
ち
ゃ
ん

に
会
い
た
い
。」
と
い
う
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
移
行
先
事
業
所
か

ら
も
「
同
窓
会
の
よ
う
な
利
用
者

が
集
ま
る
機
会
を
設
定
し
て
ほ
し

い
。」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
移
行
先
は
全
国
各
地
の

た
め
、
現
実
的
に
は
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
移
行
先
事
業
所
と
連
携

し
、
実
現
に
向
け
て
検
討
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。
年
月
が
経
つ
に
つ

れ
て
地
域
移
行
先
で
の
生
活
が
安

定
し
、
の
ぞ
み
の
園
を
懐
か
し
ん

で
訪
ね
て
く
れ
る
地
域
移
行
者
が

年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
十
四
人
が
来
園
し
ま
し
た
。

　

地
域
移
行
さ
れ
た
利
用
者
へ
の

●
地
域
移
行
後
の
定
着
支
援

　

第
二
期
中
期
計
画
四
年
間
に
お

け
る
地
域
移
行
者
は
八
十
八
人
と

な
り
ま
し
た
。
入
所
利
用
者
数
の

減
少
に
伴
い
、
今
後
の
地
域
移
行

者
数
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
私

た
ち
職
員
が
地
域
移
行
を
諦
め
て

し
ま
っ
て
は
入
所
者
の
「
ご
本
人

の
望
む
地
域
で
の
暮
ら
し
」
は
閉

ざ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
肝
に
銘

●
第
二
期
中
期
計
画
四
年
間
の

実
績
及
び
今
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

図２　23年度地域移行者のうち来園等の機会の少ない保護者の人数

　現在、当法人では、PRビデオを制作中です。国立施設と
しての役割や事業の内容について、国、地方自治体、障害者Column

施設・団体、のぞみの園に関心のある人はもとより、のぞみの園で受け入
れている実習生やボランティア、さらには一般の人に広く知っていただく
ことを目的として制作しています。
　PRビデオの完成は10月中の予定です。完成後には、関係機関・団体等
にＤＶＤを配布し、さらに、一般の人向けにＨＰでも映像を配信する予定
です。是非ご視聴下さい。
　この写真は、今年の５月８日（火）に高度約350mの上空から撮影した
のぞみの園の全景です。
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当
法
人
診
療
所
外
来
で
は
、
〇

〜
十
八
歳
ま
で
の
乳
幼
児
、
児
童

生
徒
に
お
け
る
精
神
科
診
療
を
中

心
に
、
知
的
障
害
を
も
つ
成
人
に

つ
い
て
も
診
察
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
診
療
所
に
通
院
し

た
十
八
歳
以
下
の
患
者
状
況
に
つ

き
、
年
齢
構
成
、
診
断
を
示
し
な

が
ら
傾
向
を
分
析
し
、
発
達
障
害

を
も
つ
こ
ど
も
ら
の
現
状
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

筆
者
が
診
療
所
に
着
任
し
て
か

ら
の
三
年
間
で
の
初
診
数
は
計

二
百
四
十
六
人
（
男
百
八
十
四

人
、
女
六
十
二
人
、
平
均
年
齢

十
一
・
六
歳
）、
担
当
医
は
筆
者
と

非
常
勤
精
神
科
医
二
人
が
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
年
齢
別
構
成
を
示
し
ま

す
。

　

年
齢
別
構
成
で
は
、
小
学
校
中

学
年
〜
高
学
年
に
か
け
て
ピ
ー
ク

を
認
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
①

小
学
校
中
学
年
頃
よ
り
他
者
と
の

関
係
性
に
困
難
が
生
じ
、
様
々
な

状
態
像
を
呈
し
て
く
る
こ
と
②
幼

児
ま
で
は
近
隣
の
小
児
科
で
診
察

を
受
け
て
い
た
が
、
学
校
で
の
適

応
が
困
難
な
ど
精
神
科
医
療
の
関

与
の
必
要
性
が
生
じ
、
紹
介
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。発
達
障
害
を
も
つ
場
合
、

関
係
性
（
社
会
性
）
の
諸
問
題
に

よ
り
集
団
場
面
で
の
適
応
が
困
難

に
な
り
、
不
登
校
な
ど
の
二
次
的

な
問
題
が
前
思
春
期
頃
よ
り
顕
在

化
し
て
き
ま
す
。
他
人
か
ら
ど
う

思
わ
れ
て
い
る
の
か
、
な
ど
他
者

評
価
を
気
に
し
始
め
る
時
期
で
も

あ
り
、「
自
分
は
何
と
な
く
周
囲

と
違
う
」
と
い
う
自
己
違
和
感
を

持
ち
始
め
る
の
も
小
学
校
中
学
年

の
頃
か
ら
が
多
く
み
ら
れ
、
周
囲

と
協
調
で
き
ず
、
自
己
達
成
が
困

難
な
状
況
が
続
く
と
、
自
己
肯
定

感
が
低
下
し
ま
す
。
挫
折
体
験
の

反
復
が
、
自
己
評
価
を
さ
ら
に
低

下
さ
せ
、
自
己
嫌
悪
と
他
責
の
悪

循
環
に
陥
り
社
会
参
加
を
一
層
困

難
に
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
の
問
題
が
顕
在
化

す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、
診

療
所
に
通
院
し
て
い
る
こ
ど
も
た

ち
は
、
い
じ
め
に
よ
る
集
団
か
ら

の
排
除
と
い
う
つ
ら
い
経
験
を
し

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

そ
し
て
思
春
期
を
迎
え
、
他
者

か
ら
の
評
価
を
一
層
気
に
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
周
囲
を
恐
怖
の
対

象
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
、
よ
り
孤
立
し
た
状
況
を
生
ん

で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
何
を
し
て

も
う
ま
く
い
か
ず
、
評
価
さ
れ
ず

と
い
っ
た
生
活
状
況
の
中
で
は
、

徐
々
に
生
き
て
い
く
価
値
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
ん

な
考
え
を
持
っ
て
し
ま
う
自
分
を

責
め
る
あ
ま
り
自
傷
し
、
時
に
は

死
に
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り
、

う
つ
状
態
が
続
き
つ
い
に
は
自
殺

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
事

例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
追
い

詰
め
ら
れ
た
状
況
下
で
、
自
己
嫌

悪
の
渦
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
こ

ど
も
た
ち
が
、
い
か
に
多
い
か
が

診
療
所
を
訪
れ
る
こ
ど
も
ら
の
数

を
見
て
理
解
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
行
き
場
を
失
っ
た
こ
ど
も

た
ち
、
そ
し
て
そ
の
こ
ど
も
た
ち

を
育
て
る
中
で
の
苦
悩
を
抱
え
る

図１　初診患者の年齢別構成

診療所を受診している
　　　発達障害児の現状
診療所を受診している
　　　発達障害児の現状
診療所を受診している
　　　発達障害児の現状
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保
護
者
に
対
し
、
医
療
的
援
助
の

場
と
し
て
の
診
療
所
の
機
能
を
、

今
一
度
見
直
す
結
果
で
も
あ
る
と

と
も
に
、
現
在
行
っ
て
い
る
外
来

診
療
や
家
族
心
理
教
育
「
え
す
ぽ

わ
ー
る
」
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
次
第

で
す
。

　

次
に
、
筆
者
担
当
分
の
外
来
患

者
（
百
七
十
七
人
）
の
診
断
別
構

成
比
を
表
１
に
示
し
ま
す
。

　

知
的
障
害
は
全
体
の
約
三
分
の

一
、
広
汎
性
発
達
障
害
と
診
断
さ

れ
た
の
は
全
体
の
約
半
数
で
あ

り
、
そ
の
中
で
も
知
的
障
害
を
伴

わ
な
い
タ
イ
プ
（
高
機
能
型
自
閉

症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
特

定
不
能
群
）
に
つ
い
て
は
広
汎
性

発
達
障
害
の
う
ち
六
六
・
三
㌫
と

い
う
内
訳
に
な
り
ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
に
つ
い
て
は
少
な
い
印
象
で
す

が
、
広
汎
性
発
達
障
害
の
診
断

を
受
け
て
い
る
こ
ど
も
ら
の
中
に

は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
診
断
基
準
を
満

た
す
行
動
特
性
（
多
動
、
衝
動
、

不
注
意
）
を
併
存
し
て
い
る
場
合

も
多
く
、
実
際
の
臨
床
で
は
診
断

で
区
分
け
す
る
こ
と
な
く
治
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
診
時
の
主
訴
は
、「
学
校
に

行
け
な
い
」「
家
で
暴
れ
て
し
ま

う
」「
学
校
で
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え

な
い
」
な
ど
行
動
上
の
問
題
が
ほ

と
ん
ど
で
、
診
断
を
求
め
て
く
る

こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
く
は
既
に
他
医
療
機

関
で
発
達
障
害
の
診
断
を
受
け
て

い
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

知
的
障
害
を
伴
わ
な
い
発
達
障

害
の
場
合
、
制
度
上
療
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

な
ど
、
未
だ
福
祉
制
度
の
狭
間
に

あ
る
障
害
で
あ
り
、
進
路
選
択
や

就
労
な
ど
保
護
者
が
最
も
気
に
か

け
て
い
る
わ
が
子
の
将
来
的
な
自

立
に
つ
い
て
、
常
に
悩
み
心
を
痛

め
て
い
る
こ
と
が
、診
療
実
績
か
ら

推
察
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
親
と

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｔ
な
ど
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

り
、
個
別
特
性
を
十
分
に
把
握
し

た
う
え
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し

臨
床
心
理
士
を
中
心
に
療
育
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
療
育
が
効
果

的
に
作
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
提

供
と
、
自
己
肯
定
感
の
確
立
が
何

よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の

よ
う
な
場
が
提
供
さ
れ
ず
に
い
る

こ
ど
も
ら
は
、
知
的
障
害
を
伴
わ

な
い
発
達
障
害
を
も
っ
て
い
る
場

合
が
多
い
の
で
す
。
一
方
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
の
診
断
を
受
け
て
い
る
こ
ど
も

た
ち
は
、
多
動
、
衝
動
と
い
っ
た

特
性
上
、
度
重
な
る
叱
責
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
多
く
、「
乱
暴
者
」

「
悪
ガ
キ
」「
約
束
破
り
」
な
ど
悲

し
い
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
耳

に
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ベ
リ

て
お
り
ま
す

の
で
、
多
く

の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
診
療
所
長　

有
賀　

道
生
）

表１　診断別構成比（診断はDSMーIVに準拠）

し
て
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の

か
、
と
い
う
思
い
が
臨
床
場
面
で

語
ら
れ
、
そ
ん
な
悩
む
親
の
姿
を

み
て
こ
ど
も
ら
は
さ
ら
に
自
責
の

念
に
駆
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
述
の

通
り
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
の

事
例
は
多
く
、
親
は
一
層
不
安
に

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
の
連
携

も
う
ま
く
い
か
ず
に
不
適
応
状
態

が
続
い
て
い
る
場
合
、
筆
者
や
臨

床
心
理
士
が
学
校
教
員
と
面
談

し
、
学
校
で
の
生
活
状
況
や
指

導
方
針
な
ど
に
つ
き
確
認
し
、
こ

ど
も
や
保
護
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
な
が
ら
親
子
の
道
筋
を
立

て
、
先
導
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
発
達
障
害
を
も
つ

場
合
、
関
係
性
の
諸
問
題
に
よ
る

集
団
参
加
が
困
難
な
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
社
会
参
加
に
必
要
な
ス

ン
グ
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う

と
、
一
部
は
非
行
と
い
っ
た
行
為

に
至
る
事
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
親
子
の
関
係
性
に
着

目
す
る
と
、
し
つ
け
と
称
し
た
不

適
切
な
養
育
、
時
に
は
虐
待
が
切

迫
し
て
い
る
状
況
の
事
例
も
時
に

あ
り
ま
す
。
診
療
実
績
や
個
別

ケ
ー
ス
を
分
析
す
る
と
、
親
を
含

め
た
包
括
的
支
援
の
必
要
性
、
重

要
性
を
訴
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
法
人
で
は
発
達
障
害
に
纏
わ
る

諸
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
福
祉
セ

ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
「
発
達
障
害
と
虐

待
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
企
画
し

　“ミニつるバラのぞ
み”が咲きました！

Column

　のぞみの園の名前に因みまして、園内
の３カ所に植栽をしました“ミニつるバ
ラのぞみ”ですが、厳しかった冬の寒さ
に耐え、時々やってくる野生のたぬきに
掘り返されそうになりながら、こんなに
たくさんのかわいらしい花を咲かせてい
ます。平和への思いを託し名付けられた
“ミニつるばらのぞみ”です。
　これからも、元気に成長することと思
います。
　（花言葉：愛　温かな心）



15

国立のぞみの園国立のぞみの園国立のぞみの園
15

　

平
成
二
十
四
年
四
月
九
日（
月
）

か
ら
四
月
十
一
日
（
水
）
の
三
日

間
、
遠
藤
理
事
長
・
志
賀
研
究
部

長
・
富
田
総
務
係
長
・
米
本
の
四

人
で
九
州
地
区
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
三
ヶ
所
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
九
州
各
地
の

児
童
等
を
含
め
た
多
機
能
型
事
業

所
、
さ
ら
に
、
発
達
障
害
の
方
へ

の
医
療
と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
事
業
所
を
視
察
し
て
、
当
法

人
で
の
今
後
の
事
業
展
開
の
参
考

と
す
る
も
の
で
す
。

　

四
月
九
日
（
月
）
は
鹿
児
島
市

に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
落
穂
会
と

社
会
福
祉
法
人
ゆ
う
か
り
の
二
つ

の
法
人
を
視
察
し
ま
し
た
。
双
方

と
も
昭
和
三
十
年
・
四
十
年
代
に

開
設
し
た
歴
史
あ
る
施
設
で
あ

り
、落
穂
会
で
は
薩
摩
焼
（
陶
芸
）

に
取
り
組
み
、
展
示
販
売
し
て
い

る
作
品
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
鮮
や
か
な
絵
付
け
に
目

を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年

で
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
パ

ン
の
製
造
・
販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン

の
経
営
等
（
写
真
①
）
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ゆ
う
か
り
で
は
日
中
活
動
系
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、
約

三
十
年
前
か
ら
黒
豚
の
飼
育
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
は
ソ
ー

セ
ー
ジ
や
餃
子
等
に
加
工
し
て
販

売
も
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
近

年
で
は
行
動
援
護
等
の
居
宅
介
護

事
業
の
み
な
ら
ず
、
保
育
園
や
高

齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
展
開

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ゆ
う
か
り
の
水
流
副

理
事
長
の
ご
紹
介
で
鹿
児
島
県
こ

ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
の
視
察

も
行
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
鹿

児
島
県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン

タ
ー
は
、昭
和
六
十
年
四
月
よ
り
、

児
童
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
療
育
指

導
部
で
行
っ
て
き
た
発
達
障
害
を

中
心
と
し
た
診
断
・
検
査
・
療
育

指
導
な
ど
の
機
能
を
拡
充
し
て
、

旧
鹿
児
島
県
立
整
肢
園
跡
に
平
成

二
十
二
年
六
月
に
開
設
し
、
診
療

機
能
と
療
育
機
能
、
さ
ら
に
は
保

健
師
等
が
関
係
機
関
と
連
携
を
図

整
備
が
あ
る
と
の
説
明
も
受
け
ま

し
た
。

　

翌
十
日
（
火
）
は
福
岡
県
北
九

州
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
北
九

州
市
福
祉
事
業
団
北
九
州
市
総
合

療
育
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し

た
。（
写
真
②
）

　

こ
ち
ら
も
鹿
児
島
市
の
施
設
同

様
に
昭
和
四
十
年
の
開
設
と
歴
史

が
あ
り
、
総
合
通
園
の
場
と
し
て

の
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
や
医
療
型
障
害
児
施
設
と
療

養
介
護
及
び
児
童
発
達
支
援
事
業

と
生
活
介
護
を
組
み
合
わ
せ
た
障

害
児
者
支
援
施
設
、
発
達
障
害
に

つ
い
て
は
他
の
療
育
セ
ン
タ
ー
同

様
に
外
来
を
設
置
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
対
象
児

童
の
増
加
等
か
ら
新
患
の
待
機
児

童
が
出
て
お
り
、
数
ヶ
月
待
ち
の

方
も
い
る
と
の
説
明
も
受
け
ま
し

た
。
な
お
、
そ
の
よ
う
な
方
に
は

「
さ
く
ら
ん
ぼ
ル
ー
ム
」
と
呼
ば

れ
る
主
に
就
学
前
の
児
童
を
対
象

と
し
た
診
療
前
相
談
を
設
け
て
専

門
医
の
診
察
前
に
臨
床
心
理
士
や

保
育
士
等
が
関
わ
り
、
例
え
ば
、

言
葉
の
遅
れ
の
み
の
主
訴
に
は
言

語
療
法
士
に
直
ぐ
に
対
応
を
依
頼

し
、
そ
の
後
の
対
応
の
中
で
診
察

等
が
必
要
で
あ
れ
ば
対
応
し
て
お

り
、
新
患
診
察
ま
で
を
効
率
的
に

し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
独
自
の
特
殊
外

来
と
し
て
「
カ
ン
ガ
ル
ー
外
来
」

と
呼
ば
れ
る
子
育
て
発
達
支
援
外

来
も
設
置
し
、
療
育
に
関
す
る
各

専
門
職
等
が
総
合
的
に
支
援
を

行
っ
て
い
る
旨
の
説
明
も
受
け
ま

し
た
。
な
お
、
こ
こ
数
年
は
、
広

汎
性
発
達
障
害
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
の

発
達
障
害
に
関
す
る
新
患
が
増
加

し
て
お
り
、
近
隣
県
で
あ
る
山
口

県
・
大
分
県
等
か
ら
の
受
診
利
用

も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
終
日
の
十
一
日
（
水
）
は
、

ま
ず
、
社
会
福
祉
法
人
北
九
州
市

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
を
訪
れ
て
概

要
説
明
を
受
け
た
後
、「
障
害
者

支
援
施
設
ひ
ま
わ
り
の
里
」
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
北
九
州
市
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
昭
和
五
十
三

年
に
親
の
会
か
ら
立
ち
上
が
っ
た

法
人
で
あ
り
、「
親
の
会
運
動
」

と
「
福
祉
事
業
の
運
営
」
を
分
離

し
て
お
り
、
福
祉
事
業
と
し
て
、

二
十
六
の
施
設
・
事
業
所
を
運
営

し
、
う
ち
半
分
は
指
定
管
理
者
と

し
て
市
の
施
設
・
事
業
所
を
受
託

運
営
し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
の

合
計
は
約
七
百
人
で
あ
り
、
本

年
度
予
算
ベ
ー
ス
で
事
業
収
入

二
十
六
億
円
余
り
で
し
た
。ま
た
、

北
九
州
市
は
面
積
も
広
範
囲
と
な

る
の
で
市
内
地
域
を
三
つ
の
エ
リ

ア
に
分
け
た
対
応
を
し
て
い
ま
し

た
。
特
に
、
近
年
は
、
ケ
ア
ホ
ー

ム
等
の
地
域
移
行
へ
の
取
り
組
み

を
段
階
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構

築
し
、
地
域
生
活
支
援
を
支
え
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
九
州
地
区
の
施
設
視
察

で
は
、
新
患
外
来
等
の
診
察
が
数

ヶ
月
待
ち
と
な
る
状
況
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
解
消
す
る
よ
う

な
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
新
患
外
来
等
の
長
期
間
の
待
機

に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
地

域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く

う
え
で
重
要
な
も
の
で
す
が
、
特

に
発
達
障
害
の
方
の
医
療
を
含
め

た
支
援
は
全
国
的
に
希
薄
な
状
態

で
あ
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。
の
ぞ
み
の
園
は
児
童
精
神
科

医
が
常
勤
し
て
発
達
障
害
の
方
の

診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
発
達

障
害
の
方
の
支
援
と
し
て
医
療
と

福
祉
の
よ
り
一
層
緊
密
な
連
携
を

お
こ
な
い
、
今
後
の
地
域
福
祉
サ

ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
つ
つ
、
総
合
的
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供

す
る
使
命
を

改
め
て
実
感

す
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
事
業
企
画
部
事
業
企
画
・
管
理

　

課
事
業
企
画
係
長

　

米
本　

哲
也
）

り
、
療
育
支

援
を
行
う
公

的
機
関
で
し

た
。現
在
の

課
題
と
し

て
、
離
島
も

あ
る
土
地
柄

が
地
理
的
特

性
等
の
た
め

に
各
地
区
に

発
達
障
害
等

の
支
援
体
制

写真②

写
真
①

九
州
地
区
の

施
設
視
察
に
つ
い
て

九
州
地
区
の

施
設
視
察
に
つ
い
て

九
州
地
区
の

施
設
視
察
に
つ
い
て

九
州
地
区
の

施
設
視
察
に
つ
い
て
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障
害
者
自
立
支
援
法
に
代
わ
る

新
し
い
法
律
の
名
前
が
「
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（
障
害
者
総
合
支
援
法
）」
と
決
ま

り
、
現
在
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
障
害
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
体
系
や
給
付
決
定
の
仕

組
み
等
に
つ
い
て
、
新
し
い
法
律

施
行
後
三
年
を
目
途
に
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
障
害

の
あ
る
人
に
と
っ
て
希
望
が
も
て

る
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
の
生
活
状

況
が
改
善
さ
れ
る
仕
組
み
作
り
に

向
け
て
、
政
策
形
成
の
基
礎
と
な

る
調
査
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

の
ぞ
み
の
園
で
は
今
年
度
も
、

高
齢
や
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
、
あ
る
い
は
著
し
い
行
動
障
害

の
あ
る
、
さ
ら
に
矯
正
施
設
等
を

退
所
し
た
知
的
障
害
者
の
生
活
を

支
え
る
在
り
方
を
考
え
る
基
礎
的

な
調
査
と
、
障
害
福
祉
の
現
場
で

活
用
で
き
る
実
践
的
な
調
査
研
究

を
、
以
下
の
通
り
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

私
た
ち
の
国
で
は
、少
し
ず
つ
、

知
的
障
害
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

き
て
い
ま
す
。
現
在
、
六
十
五

歳
以
上
の
知
的
障
害
者
は
約

二
万
五
千
人
い
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
に
つ
い

て
、
詳
細
な
調
査
は
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
親
の
世
代
か
ら
の
支
援

が
無
く
な
っ
て
い
る
高
齢
の
知
的

障
害
者
は
、
ど
こ
に
住
み
、
ど
ん

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
そ

し
て
健
康
促
進
の
た
め
、
あ
る
い

は
生
き
が
い
と
し
て
ど
の
よ
う
な

活
動
に
従
事
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
身
体
介
護
や

医
療
的
ケ
ア
、
さ
ら
に
は
権
利
擁

護
面
で
の
課
題
も
調
べ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
の
ぞ
み
の
園
で
は
今

後
三
年
間
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
知
的
・
発
達
障
害
者
の
実
態
を

把
握
し
、
高
齢
期
固
有
の
生
活
状

況
や
必
要
な
支
援
体
制
に
関
す
る

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
包
括
的
な

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
予

定
で
す
。一
年
目
で
あ
る
今
年
は
、

全
国
の
市
町
村
や
知
的
障
害
者
入

所
施
設
、
あ
る
い
は
介
護
保
険
施

設
等
に
お
い
て
、
六
十
五
歳
以
上

　

の
ぞ
み
の
園
で
は
、
平
成
十
八

年
度
よ
り
行
動
援
護
に
関
す
る
調

査
研
究
な
ら
び
に
従
業
者
養
成
研

修
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
は
、
行
動

障
害
の
あ
る
重
度
の
知
的
障
害
児

者
の
在
宅
生
活
の
状
況
に
関
し

て
、
実
際
に
家
庭
訪
問
等
を
行
い

家
族
か
ら
生
活
の
状
況
を
聞
き
取

●
地
域
及
び
施
設
で
生
活
す
る

　

高
齢
知
的
・
発
達
障
害
者
の

　

実
態
把
握
及
び
ニ
ー
ズ
把
握

　

と
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

基
礎
的
な
調
査
と
障
害
福
祉

の
現
場
で
活
用
で
き
る
研
究

知
的
障
害
者
の
高
齢
化

に
関
係
す
る
研
究　
　

●
認
知
症
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

　

昨
年
度
ま
で
、
の
ぞ
み
の
園
に

お
け
る
実
践
事
例
を
中
心
に
、
認

知
症
に
罹
患
し
た
知
的
障
害
者
の

行
動
変
化
と
そ
れ
に
対
す
る
支
援

方
法
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

こ
の
結
果
を
中
心
に
、
読
み
や
す

い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
に

英
国
王
室
精
神
医
学
会
と
英
国
心

理
学
協
会
が
発
行
し
て
い
る
「
認

知
症
と
知
的
障
害
者
：
認
知
症
に

罹
患
し
た
知
的
障
害
者
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
、
診
断
、
治
療
と
支
援
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
翻
訳
に
つ
い
て

も
、
資
料
と
し
て
公
表
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
高
齢
知
的
障
害
者
の
実
践
の

　

ま
と
め

　

の
ぞ
み
の
園
の
実
践
を
題
材
と

し
た
研
究
も
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
身
体
機

能
の
低
下
や
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

●
重
度
あ
る
い
は
行
動
障
害
の

　

あ
る
知
的
障
害
者
の
在
宅
生

　

活
を
支
え
る
仕
組
み
に
関
す

　

る
調
査
・
研
究

行
動
障
害
等
の
あ
る
知
的
障

害
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る

仕
組
み
に
関
す
る
研
究　
　

平成24年度  のぞみの園

調査・研究のテーマについて調査・研究のテーマについて調査・研究のテーマについて調査・研究のテーマについて

の
知
的
障
害
者
の
実
態
（
年
齢
構

成
、
障
害
程
度
区
分
、
居
住
環
境
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
等
）
を
把
握

し
、
中
心
を
な
す
課
題
点
を
探
り

出
そ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
本
研
究
は
、
厚
生
労
働
科
学

研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
と
な

り
ま
す
。

な
人
に
対
し
て
、
生

活
の
張
り
合
い
が
あ

り
、
楽
し
め
る
日
中

活
動
を
計
画
し
、
そ

の
効
果
を
確
か
め
る

実
践
研
究
で
す
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
利
用

者
の
高
齢
化
に
伴
い

ミニつるバラのぞみ

増
加
傾
向
に
あ
る
転
倒
を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

転
倒
に
よ
る
怪
我
や
治
療
の
記
録

を
分
析
し
、
転
倒
に
至
る
経
緯
の

実
態
と
そ
の
発
生
原
因
を
推
測

し
、
効
果
的
な
転
倒
予
防
の
方
法

に
つ
い
て
実
践
・
検
証
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
三
年
度
の
探
索
的
研

究（
四
ペ
ー
ジ
の
調
査
報
告
参
照
）

に
引
き
続
き
、
療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
が
精
神
科
病
院
へ
の
入

院
治
療
に
至
る
段
階
で
関
わ
っ
た

相
談
支
援
事
業
所
を
対
象
に
、
入

院
時
の
標
的
症
状
、
医
師
か
ら
の

診
断
、
入
院
期
間
、
退
院
後
の
生

活
、
医
療
と
福
祉
の
連
携
等
に
つ

い
て
質
問
紙
調
査
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
特
定
の
保
健
福
祉
圏
域

を
複
数
設
定
し
、
そ
の
圏
域
内
の

す
べ
て
の
相
談
支
援
事
業
所
を
対

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
が

増
え
る
と
同
時
に
、
単
独
型
の
短

期
入
所
事
業
所
の
整
備
も
進
ん
で

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
障
害
者

領
域
で
は
単
独
型
に
限
ら
ず
短
期

入
所
そ
の
も
の
の
利
用
ニ
ー
ズ
や

利
用
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
調
査

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
質
問
紙
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
に
よ
り
全
国
の
短
期
入
所
の

利
用
実
態
や
事
業
所
の
立
地
条
件

等
を
類
型
化
し
、
知
的
障
害
者
の

地
域
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
を
考

察
し
ま
す
。

要
で
す
。
ご

協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
研
究
部
長　

志
賀　

利
一
）

り
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、

特
別
支
援
学
校
等
に
通
っ
て
い
る

十
八
歳
未
満
の
行
動
障
害
の
あ
る

子
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
に
は
、

行
動
援
護
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
責
任
者
を
対
象
と
し
た
新
し
い

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
実

際
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
も
、
同
様
の
研
修
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
行
動
援
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
向

け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

罪
を
犯
し
た
知
的
障
害
者
の
福

祉
的
な
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
始
め
て
、
既
に
四
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
五
年
目
の
今

　

の
ぞ
み
の
園
で
は
、
平
成
二
十

年
よ
り
矯
正
施
設
を
退
所
し
た
知

的
障
害
者
に
対
す
る
モ
デ
ル
的
な

支
援
と
し
て
、
地
域
生
活
移
行
を

前
提
と
し
た
有
期
限
の
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
実
践
・
研
究
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
過

去
十
一
人
の
実
践
を
振
り
返
り
、

様
々
な
条
件
で
類
型
化
し
、
支
援

上
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

罪
を
犯
し
た
知
的
障
害
者
の
支
援

に
関
す
る
二
つ
の
研
究
は
、「
福

　

今
年
度
の
研
究
結
果
に
つ
い
て

は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ら
び
に

研
究
紀
要
で
報
告
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
読
み
や
す
い
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
頒
布
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年

度
研
究
を
ま
と
め
た
研
究
紀
要

（
第
五
号
）
に
つ
い
て
も
、
六
月

下
旬
に
は
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

障
害
福
祉
の
現
場
に
貢
献
で
き

る
調
査
研
究
を
行
な
っ
て
い
く
こ

と
は
、
の
ぞ
み
の
園
に
と
っ
て
大

切
な
使
命
で
す
。
そ
れ
に
は
、
多

く
の
方
の
ご
意
見
や
ご
指
摘
が
必

　

昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
診
療
所

の
医
療
受
診
記
録
と
生
活
場
面
で

の
支
援
記
録
を
整
理
し
、
知
的
障

害
者
の
加
齢
に
伴
う
疾
病
と
介
護

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
調
査
研
究
を
継
続

し
ま
す
。
ま
た
、
機
能
訓
練
科
が

中
心
と
な
り
、
車
椅
子
生
活
の
時

間
が
長
く
な
っ
て
い
る
利
用
者
が

快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
シ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
実
践
の
ま
と

め
も
行
う
予
定
で
す
。
過
去
二
年

間
研
究
報
告
し
て
き
た
、
摂
食
・

嚥
下
に
関
し
て
は
、
実
践
事
例
を

元
に
「
摂
食
・
嚥
下
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
第
２
版
」
の
発
行
を
目
指
し
、

準
備
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

●
精
神
科
病
院
に
お
け
る
入
院

　

治
療
が
必
要
な
知
的
障
害
者

　

の
地
域
生
活
支
援
に
関
す
る

　

調
査
・
研
究

●
福
祉
の
支
援
を
必
要
と
す
る

　

矯
正
施
設
等
を
退
所
し
た
障

　

害
者
の
地
域
生
活
移
行
に
関

　

す
る
調
査
・
研
究

●
自
活
訓
練
ホ
ー
ム
に
お
け
る

　

矯
正
施
設
を
退
所
し
た
知
的

　

障
害
者
へ
の
支
援
の
類
型
化

　

に
関
す
る
研
究

罪
を
犯
し
た
知
的
障
害
者
の
支

援
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究　

祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
罪
を

犯
し
た
知
的
障
害
者
等
の
地
域
生

活
支
援
を
行
う
施
設
職
員
等
研

修
」
の
内
容
に
随
時
反
映
さ
せ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

知
的
障
害
者
の
地
域
生
活
を
推

進
す
る
う
え
で
、
短
期
入
所
の
役

割
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
他
の
在

知
的
障
害
者
の
地
域
社
会

生
活
支
援
に
携
わ
る
そ
の

他
様
々
な
実
践
研
究　
　

●
知
的
障
害
者
の
地
域
生
活
を

　

支
え
る
仕
組
み
に
関
す
る
調

　

査
：
短
期
入
所
支
援
の
実
態

　

調
査

●
診
療
所
の
実
践
を
中
心
と
し

　

た
調
査
研
究

研
究
成
果
の
報
告　
　

　

発
達
障
害
児
の
外
来
診
療
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
、
家
族

心
理
教
育
の
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
関
し
て
は
、
母
親
の
ス
ト
レ

ス
に
着
目
し
、
不
安
の
定
量
的
評

価
と
家
族
心
理
教
育
の
介
入
効
果

の
測
定
を
目
的
と
し
た
研
究
を
企

画
し
て
い
ま
す
（
外
来
診
療
の
詳

細
に
つ
い
て
は
十
三
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
下
さ
い
）。

象
と
し
た
調
査
を
実
施
し
、
人
口

規
模
に
よ
る
概
ね
の
数
字
を
推
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
は
、
福
祉
の
支
援
を
必
要
と
す

る
矯
正
施
設
退
所
者
で
、
実
際
に

地
域
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
が
ど

の
よ
う
な
支
援
に
よ
っ
て
地
域
生

活
が
成
り
立
っ
て
い
る
か
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
相
談
支
援
機

関
が
携
わ
っ
て
い
る
、
地
域
で
生

活
を
し
て
い
る
矯
正
施
設
等
を
退

所
し
た
障
害
者
に
つ
い
て
、
そ
の

経
済
的
な
状
況
、
相
談
の
傾
向
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
、
関
係
機
関

と
の
連
携
等
を
い
く
つ
か
の
事
例

を
通
し
て
探
索
的
に
調
査
し
て
い

き
ま
す
。
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原
発
事
故
被
災
施
設
か
ら
の
報
告　

当
法
人
で
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
直
後
よ
り
、
全
四
事
業
所

か
ら
帰
宅
困
難
な
利
用
者
も
含

め
、
利
用
者
六
十
六
人
と
職
員

二
十
五
人
が
、
当
法
人
唯
一
の
入

所
施
設
で
あ
る
光
洋
愛
成
園
に
撤

収
し
、
そ
の
日
は
大
き
な
余
震
が

続
き
大
変
不
安
な
一
夜
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

翌
日
早
朝
町
行
政
か
ら
の
指
示

に
よ
り
、
当
日
三
月
十
二
日
か
ら

約
一
ヶ
月
間
、
福
島
県
三
春
町
の

さ
く
ら
湖
自
然
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
避
難
し
、
更
に
四
月
十
五
日

か
ら
は
群
馬
県
高
崎
市
の
国
立
の

ぞ
み
の
園
に
避
難
し
て
、
避
難
生

活
は
一
年
三
ヶ
月
以
上
に
も
な
り

ま
し
た
。

　

顧
み
る
と
、
第
一
次
避
難
所
で

は
、
当
所
を
当
法
人
だ
け
で
使
用

さ
せ
て
頂
き
、
第
二
次
避
難
所
で

も
、
入
所
機
能
の
あ
る
広
い
施
設

に
、
当
法
人
全
体
一
緒
に
避
難
さ

せ
て
頂
け
た
こ
と
が
、
大
変
な
被

災
の
中
で
し
た
が
本
当
に
幸
運

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
第
二
次
避
難
で
は
、

国
立
の
ぞ
み
の
園
等
の
尽
力
に
よ

り
、
当
法
人
職
員
二
十
七
人
分
の

た
め
の
住
居
ま
で
も
確
保
し
て
頂

き
、
急
場
の
こ
と
故
に
本
当
に
助

か
り
ま
し
た
。

に
併
設
し
て
お
り
、
健
康

管
理
や
ソ
フ
ト
食
の
提
供

に
日
々
利
用
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
立
の
ぞ
み
の

園
か
ら
は
、
当
法
人
の
利

用
者
が
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

な
い
よ
う
に
と
の
配
慮

　

昨
年
三
月
十
一
日
、
午
後
二
時

四
十
六
分
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た

皆
様
に
は
、
改
め
て
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
島
県
富
岡
町
に
あ
る
当
法
人

の
場
合
に
は
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
も

伴
っ
て
未
曾
有
の
大
惨
事
と
な

り
、
一
年
以
上
も
経
つ
の
に
未
だ

に
収
束
の
見
通
し
が
付
か
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
は
、
町
行
政
か
ら
の
指

示
に
よ
り
、
事
故
発
生
翌
日
の
三

月
十
二
日
か
ら
福
島
県
内
に
第
一

次
避
難
し
、
更
に
四
月
十
五
日
か

ら
は
群
馬
県
高
崎
市
の
国
立
の
ぞ

み
の
園
に
第
二
次
避
難
し
て
、
い

つ
ま
で
続
く
か
分
か
ら
な
い
避
難

所
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
に
は
、
全
国
の
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
温
か

い
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
励
ま
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
元

気
も
頂
き
、
日
本
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
良
さ
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
本
当
に
言
い
尽
く
せ
な
い
位

の
感
謝
の
一
念
で
す
。

　

日
本
に
あ
る
十
七
ヶ
所
の
原
子

力
発
電
所
に
は
五
十
四
基
の
原
子

炉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
、
当
法

人
の
近
隣
に
は
二
ヶ
所
の
原
子
力

発
電
所
が
あ
り
、
十
基
の
原
子
炉

が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
事
故
が
発
生
し
た
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

は
、
当
法
人
か
ら
は
約
一
〇
㌔
㍍

圏
内
の
至
近
距
離
に
あ
り
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
営
業
運
転
を
開
始

し
て
、
首
都
圏
に
電
気
を
送
り
続

け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
に
は
、長
年
に
亘
っ

て
培
わ
れ
た
信
頼
関
係
に
よ
り
、

原
発
に
対
し
て
安
心
・
安
全
の
神

話
ま
で
も
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
一
変
し
、

原
子
炉
が
水
素
爆
発
し
て
放
射
能

拡
散
と
い
う
最
悪
の
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
特
に
放
射
能
に
含
ま

れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
と

言
う
物
質
が
危
険
で
あ
り
、
半
減

期
も
三
十
年
と
言
う
の
で
気
が
遠

く
な
る
思
い
で
す
。

　

当
法
人
が
国
立
の
ぞ
み
の
園
に

避
難
し
て
か
ら
も
、
も
う
一
年
以

上
が
経
ち
ま
し
た
。
知
的
障
害
者

施
設
大
所
帯
の
避
難
生
活
と
併
せ

て
、
故
郷
が
政
府
に
よ
り
警
戒
区

域
内
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

未
だ
に
自
由
に
帰
宅
す
る
こ
と
も

で
き
ず
、
こ
の
一
年
殆
ど
無
我
夢

中
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
の
機
に
当
た
り
、
改
め
て
被
災

し
た
悲
壮
感
や
色
々
な
思
い
が
錯

綜
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
利
用
者
は
七
十
人

と
な
り
、
職
員
も
三
十
四
人
、
そ

の
家
族
も
十
九
人
と
各
々
少
し
ず

つ
増
え
て
、
故
郷
へ
の
帰
還
が
中

長
期
化
す
る
こ
と
を
予
感
し
ま

す
。

　

利
用
者
は
、
避
難
当
初
よ
り
同

園
の
施
設
三
棟
を
お
借
り
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
分
散
し
て
入
居
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
障
害
を
抱
え
て

い
る
方
に
特
に
大
切
な
、
診
療
所

や
給
食
セ
ン
タ
ー
も
同
園
敷
地
内

で
、
こ
れ
ま
で
日
中
活
動
で
利
用

者
に
提
供
し
て
来
た
、
生
活
介
護

事
業
、就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型
、

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
に

つ
い
て
も
、
少
し
ず
つ
元
に
近
い

状
態
に
で
き
る
よ
う
に
日
常
的
に

心
配
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

国
立
の
ぞ
み
の
園
に
心
配
し

て
頂
い
て
い
た
そ
の
一
つ
と
し

て
、
同
園
に
あ
る
既
存
施
設
富
士

会
館
の
改
修
工
事
が
竣
工
し
、
当

法
人
通
所
施
設
部
門
の
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
さ
く
ら
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
あ
い
、
リ
ジ
ョ
イ
ス
と

み
お
か
の
事
業
で
あ
る
、
生
活
介

護
事
業
、
就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ

型
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事

業
が
、
本
年
度
四
月
よ
り
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

職
住
を
分
離
し
た
形
で
利
用
者
支

援
が
行
え
、
更
に
は
事
業
種
別
に

一
階
室
と
二
階
室
に
分
か
れ
て
利

用
で
き
、
効
果
的
な
利
用
者
支
援

は
じ
め
に
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と
効
率
的
な
生
産
活
動
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
利
用
者
四
十
五

人
が
入
居
生
活
し
て
い
る
施
設
か

ら
通
い
、
高
崎
市
内
を
中
心
に
八

企
業
か
ら
受
注
し
た
内
職
作
業

と
、
取
り
敢
え
ず
は
、
避
難
前
ま

で
行
っ
て
い
た
中
か
ら
加
工
味
噌

作
業
の
再
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

作
業
場
と
し
て
改
修
工
事
し
て
頂

い
た
広
い
施
設
に
、
当
法
人
の
送

迎
バ
ス
に
乗
っ
て
朝
夕
通
い
、
約

三
ヶ
月
が
経
ち
ま
す
。
作
業
に
取

り
組
む
利
用
者
の
表
情
は
更
に
明

る
く
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
園
の
富
士
会
館
と
併

せ
て
同
園
の
職
員
宿
舎
も
提
供
し

て
頂
き
、
共
同
生
活
援
助
事
業

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）・
共
同
生
活

介
護
事
業
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）
の
一

部
も
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
利
用
者
に
つ
い

て
は
、
富
岡
町
と
楢
葉
町
に
お
い

て
以
前
に
同
事
業
で
地
域
生
活
を

送
っ
て
い
た
利
用
者
で
あ
り
、
以

前
に
近
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
こ
ち
ら
の
利
用

者
の
表
情
も
明
る
く
元
気
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
当
法
人
入
所
施
設
部
門

の
光
洋
愛
成
園
の
事
業
で
あ
る
、

生
活
介
護
事
業
で
行
っ
て
い
た
桜

染
め
作
業
も
、
国
立
の
ぞ
み
の
園

等
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
再
開

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

く
作
業
、
加
工
味
噌
作
業
等
を
再

開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
故
郷
帰
還
た
め
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
も
作
成
し
、
情
報
収
集

等
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
現
実
の
も
の
と
は
思
え
な
い
の

が
残
念
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
中
に
あ
り
ま
す
が
、
必
ず

故
郷
に
戻
っ
て
の
事
業
再
開
を
信

じ
、
そ
の
た
め
に
も
利
用
者
に
提

供
す
る
今
の
生
活
も
大
事
に
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
た
夜
の
森
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル

の
テ
レ
ビ
放
映
が
あ
り
ま
し
た
。

人
が
住
ま
な
く
な
っ
て
荒
れ
果
て

た
街
の
よ
う
す
と
、
一
方
、
夜
の

森
の
桜
は
原
発
事
故
の
影
響
も
見

ら
れ
ず
、
以
前
に
見
た
時
と
同
じ

綺
麗
な
満
開
の
桜
で
し
た
。

　

原
発
事
故
収
束
の
ト
ン
ネ
ル
を

早
く
潜
り
抜
け
、
ま
た
あ
の
夜
の

森
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
者
と

一
緒
に
潜
り
抜
け
る
日
が
、
早
く

来
る
よ
う
に
希
望
を
持
ち
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
※
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
に
つ

い
て
は
ご
本

人
及
び
ご
家

族
の
承
諾
を

頂
い
て
お
り

ま
す
。】

（
社
会
福
祉
法
人
友
愛
会
法
人
事

　

務
局
長
兼
光
洋
愛
成
園
施
設
長

　

寺
島　

利
文
）

　

国
立
の
ぞ
み
の
園
の
配
慮
に
よ

り
、
当
法
人
は
避
難
生
活
を
感
じ

さ
せ
な
い
位
快
適
に
過
ご
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
故
郷

の
生
活
を
一
時
と
も
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ず
、
や
は
り
心
は
い
つ
も

故
郷
に
あ
り
ま
す
。
早
く
故
郷
に

戻
っ
て
元
の
よ
う
な
生
活
が
で

き
、
当
法
人
の
各
事
業
所
で
行
っ

て
い
た
、桜
染
め
作
業
、こ
ん
に
ゃ

　

改
め
て
、
当
法
人
の
場
合
は
、

原
発
事
故
と
言
う
異
質
の
大
き
な

被
災
の
た
め
、
先
が
見
え
な
い
の

が
本
当
に
辛
く
思
っ
て
い
ま
す
。

覚
め
る
こ
と
の
で
き
る
悪
夢
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
、
今
で
も
繰
り

返
し
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
あ
ら
ゆ
る
英
知
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
も
先
の
見
え
な

い
今
回
の
原
発
事
故
は
、
世
界
的

に
も
稀
な
事
案
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
被
災
を
経
験
し
た
一
人
と
し

て
も
、
こ
の
事
案
を
絶
対
に
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
い

続
け
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
の
故
郷
富
岡
町
は
、
夜

の
森
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
先
般
そ
の
満
開
に

今
後
に
つ
い
て
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富士会館：友愛会　日中活動事業所

富士会館での利用者の作業の様子

夜の森の桜

Column

　のぞみの園は、東日本大震災発生後、被災施設に職員を２人
ずつ延べ143日間にわたり派遣するとともに、福島第一原発の
事故により集団避難を余儀なくされた社会福祉法人友愛会（福
島県富岡町所在）を一括で受け入れ、同法人が高崎市において
従来の事業を実施できるように継続的に支援するなど、被災施
設への支援に積極的に取り組んできています。
　本年３月11日、天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、内閣が主
催した「東日本大震災一周年追悼式」が挙行されましたが、の
ぞみの園も参列者のリストに加えられ、遠藤理事長が参列しま
した。
　被災者や被災地のために働いてきた人々の尽力に対して、陛
下からねぎらいと期待のおことばがありました。もとより国民
全体に思いをはせてのおことばではありますが、のぞみの園が
微力ながらも被災者や被災地のために精一杯尽力したことに対
してもねぎらいのおことばをいただき、また、これから一層尽
力するように励ましのおことばをいただいたものと厳粛に受け
止めました。
　一日も早い復興のためには英知を結集し、国民一人ひとりが
それぞれの立場でたゆみのない努力を続けていくことが求めら
れています。のぞみの園としても、被災した人たちの心情を思
いやり、障害者施設などへの支援に引き続き全力で取り組んで
まいります。

東日本大震災一周年追悼式に参列



20

NEWS LETTER
20

本紙は、「水なし印刷」「大豆油インキ」「古紙配合率70％再生紙」を使用しています。

【発　行】
　　独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
　　〒370-0865　群馬県高崎市寺尾町2120番地　２　　TEL  027-325-1501（代表）　FAX  027-327-7628（代表）
　　ホームページ　http://www.nozomi.go.jp　Ｅメール　webmaster@nozomi.go.jp
【ニュースレター関係連絡先】
　　TEL  027-320-1613（総務部）　　FAX  027-327-7628（直通） 　Ｅメール　info_center@nozomi.go.jp

編集事務局からお願い
　市町村合併や人事異動、事務所の移転等により、
住所や送付先名が変更になりました場合には、新
しい送付先名等をFAXやＥメールなどで事務局あ
てにご連絡をいただけますと幸いです。
　また、平成24年４月より『ニュースレター』のメール配信を行っており
ます。ご希望の方は、info_center@nozomi.go.jpまで、配信先のアドレ
スをご連絡ください。PDFファイルのダウンロードアドレスをお知らせす
るように致します。なお、メール配信をご希望された場合は、今までの郵送
での配付はいたしませんのでご承知置き下さい。
　お忙しい中、お手数をおかけして大変恐縮ですが、よろしくお願い致します。
　『ニュースレター』のバックナンバーは、ホームページhttp://www.
nozomi.go.jpでご覧いただけます。ご関心を持たれた方はぜひご覧ください。

ミニつるバラ〝のぞみ〞

　

昨
年
度
か
ら
始
め
た
特
別
支
援

学
校
の
生
徒
を
就
労
支
援
の
場
で

体
験
学
習
と
し
て
受
け
入
れ
た
実

践
報
告
を
致
し
ま
す
。

　

の
ぞ
み
の
園
で
は
毎
年
度
、
施

設
内
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
で
高
崎
市

内
の
養
護
学
校
か
ら
実
習
生
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
各
校
五
人
ぐ

ら
い
の
生
徒
が
、
指
定
さ
れ
た
期

間
に
指
導
項
目
に
沿
っ
て
実
習
し

ま
す
。　

あ
る
日
、
生
徒
の
一
人

に
「
休
み
の
過
ご
し
方
」
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
家
で
テ
レ
ビ
を
見

た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
す
」

と
答
え
、
他
の
生
徒
も
大
体
同
じ

答
え
で
し
た
。「
夏
休
み
は
」
と

聞
く
と
、
同
じ
よ
う
に
「
家
か
旅

行
」
と
答
え
が
か
え
っ
て
来
ま
し

た
。
最
も
活
動
的
な
年
齢
の
子
供

た
ち
が「
休
み
の
日
は
家
に
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
気
に
な
り

ま
し
た
。

　

月
一
回
開
催
し
て
い
る
職
員
会

議
で
「
特
別
支
援
学
校
の
長
期
休

暇
中
に
生
徒
を
就
労
支
援
の
場
に

体
験
学
習
と
し
て
受
け
入
れ
よ

う
」
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
職
員

か
ら
「
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
」
と

言
う
声
が
上
が
り
、
早
速
受
け
入

れ
体
制
や
活
動
内
容
な
ど
を
企
画

し
、
利
用
者
に
も
話
し
了
解
を
得

て
開
始
し
た
の
が
「
特
別
支
援
学

校
の
生
徒
の
た
め
の
体
験
学
習
」

の
取
り
組
み
で
す
。

　

広
報
は
学
校
の
先
生
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
生
徒
に
チ
ラ
シ
を

渡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
け

入
れ
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
三
十
分
ま
で
、費
用
は
無
料
、

自
分
で
通
っ
て
来
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
受
け
入
れ
場
所
と
作
業
内

容
は
、
就
労
支
援
課
で
行
っ
て
い

る
き
の
こ
栽
培
と
加
工
の
作
業
を

メ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。
女
子
の
生

徒
に
は
、
手
工
芸
作
業
も
取
り
入

れ
ま
し
た
。
申
し
込
み
は
、
事
前

に
一
度
見
学
に
来
て
い
た
だ

き
、
様
子
を
見
て
決
め
て
も
ら

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

七
月
に
入
り
、
二
人
の
生
徒

か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
そ
の

後
少
し
ず
つ
増
え
、
夏
休
み
は

全
体
で
十
四
人
の
生
徒
か
ら
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
は
、

学
校
と
家
庭
で
過
ご
す
こ
と
が
多

い
生
徒
に
と
っ
て
、「
体
験
学
習
」

は
、
見
る
こ
と
、
す
る
こ
と
が
と

て
も
新
鮮
な
よ
う
で
し
た
。
先
輩

た
ち
の
働
き
ぶ
り
を
見
て
真
似
て

い
る
生
徒
、
自
己
紹
介
を
し
て
下

さ
い
と
言
わ
れ
下
を
向
い
て
し
ま

う
生
徒
、
体
力
が
つ
い
て
い
か
ず

午
後
は
座
り
込
ん
で
し
ま
う
生
徒

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
様
子
は

様
々
で
し
た
。

　

中
で
も
印
象
深
か
っ
た
Ｗ
君
を

紹
介
し
ま
す
。
Ｗ
君
は
一
人
っ
子

で
と
て
も
静
か
な
生
徒
で
し
た
。

職
員
や
利
用
者
が
話
し
か
け
て
も

首
を
傾
け
る
仕
草
が
多
い
生
徒
で

し
た
。
あ
る
日
の
朝
の
こ
と
、
電

車
が
遅
れ
、
の
ぞ
み
バ
ス
に
乗
り

遅
れ
ま
し
た
。
自
宅
に
も
戻
っ
て

お
ら
ず
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
母
親
か
ら「
今
、帰
っ

て
来
ま
し
た
」
と
連
絡
を
受
け
た

の
は
、
夕
方
六
時
で
し
た
。
翌
日

本
人
に
尋
ね
た
ら
「
ど
う
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
駅
の

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
た
」
と
の
こ

と
。

　

彼
は
約
八
時
間
、食
事
も
せ
ず
、

駅
の
ベ
ン
チ
で
帰
り
の
電
車
の
時

間
ま
で
座
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
五
日
後
、
Ｗ
君
は

携
帯
電
話
を
職
員
に
見
せ
「
何
か

あ
っ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
を

使
い
ま
す
」
と
話
し
、
操
作
の
仕

方
を
職
員
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

Ｗ
君
は
、
一
年
間
に
約
四
十
日
間

の
ぞ
み
の
園
に
通
っ
て
来
ま
し

た
。
そ
し
て
何
と
今
年
二
月
、
Ｓ

社
の
採
用
試
験
に
合
格
、
正
規
社

員
と
し
て
働
く
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

Ｗ
君
の
他
に
も
、
成
長
ぶ
り
が

う
か
が
え
た
生
徒
は
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
学
校
と
家
庭
の
往
復
、

配
慮
さ
れ
た
環
境
の
中
で
過
ご
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
生
徒
を
見

て
、「
自
分
で
考
え
、
行
動
す
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、「
働

く
こ
と
に
対
し
て
の
基
本
的
な
心

構
え
」
は
さ
ら
に
必
要
で
す
。

　

体
験
学
習
は
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
は
大
き
な
冒
険
で
す
。
知
ら
な

い
人
と
い
き
な
り
出
会
い
、働
き
、

指
示
を
受
け
、
時
に
叱
ら
れ
、
時

に
ほ
め
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
環
境
は
、
思
春

期
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て

も
刺
激
的
に
映
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
一
年
間
を
通
し
て
、
三
十
九

人
の
生
徒
、
延
べ
二
百
二
十
九
人

が
体
験
し
ま
し
た
。
最
後
に
生
徒

を
時
に
支
え
、
協
力
し
て
く
れ
た

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
※
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
に
つ

い
て
は
ご
本

人
及
び
ご
家

族
の
承
諾
を

頂
い
て
お
り

ま
す
。】

（
就
労
支
援
部
長　

原
田　

将
寿
）

体験学習（きのこ栽培）の様子

〜
就
労
支
援
の
場
で
始
め
た

体
験
学
習
の
取
り
組
み
と
そ
の
事
例
〜

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
を
応
援
し
ま
す



　昨年度当法人が実施した調査研究をまとめた『紀要』第５号
を発刊します。知的障害児者を対象とした福祉、医療、心理等
様々な領域による調査研究をまとめた一冊です。
【目次】
調査・研究報告
１　重度あるいは行動障害のある知的障害児者の在宅生活を支
　えるサービスに関する調査・研究　－行動援護を中心に－
２　重度の知的障害児者が在宅生活を快適に暮らすために必要
　なサービスについて
　　－日中活動の獲得に困難をきたした２事例を通して－
３　障害者支援施設における矯正施設を退所した知的障害者の地域生活移行支援に関
　する実態調査
４　矯正施設を退所した知的障害者を先駆的に受け入れている施設の支援と課題に関
　する研究　―障害者支援施設へのヒアリング調査から－
５　知的障害者入所施設からグループホーム・ケアホームへの移行の実態
　　－社会福祉法人を対象とした調査結果から－
６　知的障害者用認知症判定尺度日本語版（DSQIID）の開発に関する研究
　　－感度と特異度の検証を中心に－
７　知的障害者が精神科入院治療に至る過程の探索的調査
８　高齢知的障害者の地域での日中活動について　
９　高齢知的障害者の医療と介護に関する調査・研究
　　－のぞみの園利用者の診療記録から－
10　発達障害をもつ子どもの家族を対象としたグループによる家族心理教育の実践
11　重度高齢知的障害者におけるクエン酸ネプライザーによる咳テストの有効性の検
　討（第２報）
12　知的障害者（児）における反芻習癖に関する検討（第２報）
資料
13　行動援護サービス提供責任者研修の企画・開催とその評価
14　高齢知的障害者の日中活動の充実に向けて
15　国立重度知的障害者総合施設のぞみの園における社会福祉士養成に関する実習に
　ついてのこれまでの取り組み
16　東日本大震災における障害者相談支援事業所の取り組みについて

第　５　号
平 成 23 年 度

価格　700円
（消費税、送料込）

「紀要第５号」の発刊について

　当法人では、食事支援に関する知識・
技術の普及を重要課題と捉え、2008
年４月に「摂食・嚥下チーム」を設置し、
さらに「摂食・嚥下の基礎知識編集委員
会」を設置して、この小冊子の発刊にあ
たりました。
　摂食・嚥下の問題に関わりを持つ、障
害者支援施設等で働く方々にご活用いた
だき、それが利用者の皆さんのＱＯＬの
向上につながることを期待しています。
販売をしておりますので、ご興味がある
方は下記の方法にてお申し込みくださ
い。

価格　600円（消費税、送料込）

「摂食・嚥下の基礎知識」
の発刊について



お問い合せ
お申し込み

独立行政法人  国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
〒370-0865　群馬県高崎市寺尾町2120-2　

研究部  研究課  研究係　TEL.027-320-1445　Fax.027-320-1391

あきらめない支援
　　　　　　　行動問題をかかえる利用者に対する
　　　　　　　　　　入所施設における実践事例集

価格1,000円（送料・消費税込み）

　　　他の利用者の些細な振る舞いが気に入らず突き飛ばしてしまう
　　　興味のあるゴミを見つけると車が通っていても拾いに行こうとしてしまう
　　　調味料や洗剤を飲み干してしまう
このような行動が頻繁に見られる利用者に、快適な生活を保障するためには・・・。

　数年にわたる取り組みの中で
の驚き・喜び・成果が生まれな
い焦りなど、多くの物語をたく
さん詰めた１冊となっておりま
す。
　快適な生活を送れる知的障害
者がたくさんいることを、私た
ちは信じています。

目次
実践事例集に登場する６人のエピソード
実践のポイント１：４つの基本戦略
事例01：ちょっとしたことがきっかけでパニックになるＡさん
実践のポイント２：余暇と自立課題
事例02：毛布とお風呂が大好きなＢさん
実践のポイント３：意味ある活動とスケジュール
事例03：ちょっとした時間にいろんなものを口にするＣさん
実践のポイント４：継続的なアセスメント
事例04：楽しいおしゃべりが止められないＤさん
実践のポイント５：職員のチームプレイとその背景
事例05：水分補給に強いこだわりをもつＥさん
事例06：扉を強く蹴って職員に意思表示しようとするＦさん


